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決算審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和４年９月１３日（火） 

午前９時５８分  開 会 

午後４時１３分  閉 会 

 

２．場  所   公会堂 第８・９・１０集会室 

 

３．出席委員   委 員 長  小比類巻 雅彦   副委員長  春 日 洋 子 

委  員  久保田 隆 二   委  員  舩 見 昌 功 

委  員  小比類巻 孝幸   委  員  田 嶋 孝 安 

委  員  遠 藤 泰 子   委  員  下 山 光 義 

委  員  佐々木 卓 也   委  員  奥 本 菜保巳 

委  員  澤 口 正 義   委  員  瀬 崎 雅 弘 

委  員  西 村 盛 男   委  員  馬 場 騎 一 

委  員  堤   喜一郎   委  員  森   三 郎 

 

４．欠席委員   なし 

 

５．説 明 員   市長 ほか 

 

６．事務局職員   事務局長  長 根 正 登   次  長  中野渡 孝 英 

議事総務係長  白 銀 壮太郎   主  査  中 嶋 泰 史 

主  事  星   佳奈美 

 

７．案  件   認定第１号から認定第８号までの計８件 

 

８．会議概要 

小比類巻委員長：おはようございます。定足数に達しておりますので、会議は成立いたし

ます。 

 ただいまより、決算審査特別委員会を開会いたします。 

 本委員会には、去る９月９日の本会議において、認定第１号から認定第８号までの計８

件が付託されております。 

 議案１件ごとに審査してまいりたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 
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 なお、質疑は、一問一答方式でお願いいたします。 

 認定第１号令和３年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 会計管理者。 

遠藤会計管理者兼会計課長：認定第１号令和３年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定につ

きまして、その概要を御説明申し上げます。 

 令和３年度の予算執行に当たりましては、市民生活に密着した生活関連基盤や施設等の

整備に加え、新型コロナウイルス感染症により影響を受けた市内経済や市民生活の維持向

上を図るとともに、限られた財源の中で必要性、緊急性を考慮し、事業の効果を最大限発

揮できるよう、効率的な予算執行に努めたところであります。 

 その結果、令和３年度の決算総額は、歳入が２５６億８,９８５万５,２７６円、歳出が

２４８億３,２３１万５,３９７円となり、歳入歳出差引きでは８億５,７５３万９,８７９

円の黒字決算となったところであります。 

 なお、翌年度へ繰り越す事業があるため、これに充当すべき財源を差し引いた実質収支

額は６億７,２３９万５,２５８円となり、このうち財政調整基金等へ３億４,７００万円

を繰入れし、残りの３億２,５３９万５,２５８円を令和４年度の財源として繰越しするも

のであります。 

 それでは、歳入の主なるものから御説明申し上げます。決算書の３４ページ、３５ペー

ジ、予算額、決算額総括表を御参照願います。 

 １款の市税につきましては、個人市民税が約２１億１,１００万円、固定資産税が約１

８億４,３００万円などが主なものであり、決算額は４８億１９５万４,５０５円となり、

歳入全体に占める構成比率は１８.７％となっております。 

 ９款の国有提供施設等所在市町村助成交付金につきましては、米軍や自衛隊が使用して

いる国有財産のうち対象となる資産の価格や市町村の財政状況などを基に国から交付され

るものであります。決算額は２１億３,２４８万４,０００円となり、構成比率は８.３％

となっております。 

 １１款の地方交付税につきましては、地方公共団体の税源の不均衡を是正することによ

り、どの地域においても一定の行政サービスが提供できるよう国から交付されるものであ

ります。決算額は５７億４,２５９万４,０００円となり、構成比率は２２.３％となって

おります。 

 １５款の国庫支出金につきましては、事務事業の実施に伴い国から交付されるものであ

ります。主なものといたしましては、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事

業費補助金が約３億６,７００万円、子育て世帯への臨時特別給付金事業費補助金が約６

億６００万円、焼却施設整備事業費補助金が約７億６,４００万円などで、決算額は６８

億９２２万４,４６５円となり、構成比率は２６.５％となっております。 

 １６款の県支出金につきましては、事務事業の実施に伴い県から交付されるものであり

ます。主なものといたしましては、障害者自立支援給付費負担金が約２億５,０００万

円、施設型給付費負担金が約３億４,８００万円、電源立地地域対策交付金が約１億９,２

００万円などで、決算額は１６億９,０８０万５,８１７円となり、構成比率は６.６％と
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なっております。 

 １９款の繰入金につきましては、事業を行う際の財源として、基金から一般会計へ繰入

れするものであります。主なものといたしましては、財政調整基金繰入金が約１億２００

万円、駐留軍等再編対策事業基金繰入金が約２億５,７００万円などで、決算額は４億５,

５１６万９,３６８円となり、構成比率は１.８％となっております。 

 ２２款の市債につきましては、事業を行う際の財源として、市が金融機関等から長期の

繰入れをするものであります。主なものといたしましては、焼却施設整備事業債が約６億

８,７００万円、臨時財政対策債が約４億２,９００万円などで、決算額は１２億９,０９

４万６,０００円となり、構成比率は５.０％となっております。 

 以上が歳入の概要であります。 

 次に、歳出の主なものにつきまして御説明申し上げます。３６ページ、３７ページを御

参照願います。 

 ２款の総務費につきましては、移住・定住対策費が約１億３,２００万円、防災行政用

無線施設整備事業が約１億７,８００万円、戸別受信施設設備整備事業が約１億５,７００

万円などが主なものであり、決算額は３２億２,００３万４,７６０円となり、構成比率は

１３.０％となっております。 

 ３款の民生費につきましては、障害者福祉サービス費が約１１億６,９００万円、児童

福祉費が約１８億２,４００万円、生活保護扶助費が約８億８,７００万円などが主なもの

であり、決算額は８３億６５５万７,７６２円となり、構成比率は３３.４％となっており

ます。 

 ４款の衛生費につきましては、火葬場改修事業が約４億３,６００万円、新型コロナウ

イルスワクチン接種事業費が約２億６,６００万円、焼却施設整備事業費が約１５億４,７

００万円などが主なものであり、決算額は４４億９９６万５,６１５円となり、構成比率

は１７.７％となっております。 

 ６款の農林水産業費につきましては、塩釜農民研修所改修事業が約３,２００万円、農

業集落排水事業繰出金が約１億８,７００万円、水産物供給基盤整備事業が約２,６００万

円などが主なものであり、決算額は５億４,９３０万７,８８２円となり、構成比率は２.

２％となっております。 

 ７款の商工費につきましては、産業振興費が約２億６００万円、新型コロナウイルス感

染症経済対策費が約１億８,６００万円などが主なものであり、決算額は７億９,５６１万

６,３２４円となり、構成比率は３.２％となっております。 

 ８款の土木費につきましては、道路維持が約７億７,０００万円、市道１０１号線外１

整備事業が約１億９００万円、下水道事業繰出金が約４億８,０００万円などが主なもの

であり、決算額は２５億７,４６９万８,０２２円となり、構成比率は１０.４％となって

おります。 

 ９款の消防費につきましては、水槽付消防ポンプ自動車整備事業が約８,４００万円、

高規格救急自動車整備事業が約３,９００万円などが主なものであり、決算額は１１億８,

５７０万５,８２１円となり、構成比率は４.８％となっております。 

 １０款の教育費につきましては、公民館費が約１億円、学校給食センター運営費が約３
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億４,２００万円、アイスアリーナ管理費が約８,３００万円などが主なものであり、決算

額は２０億５,９６４万５,５７３円となり、構成比率は８.３％となっております。 

 １２款の公債費につきましては、元金償還費が約１４億４,４００万円、利子償還費が

約５,８００万円などが主なものであり、決算額は１５億３１７万９,７８０円となり、構

成比率は６.１％となっております。 

 以上が、令和３年度三沢市一般会計歳入歳出決算の概要であります。よろしくお願い申

し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

 舩見委員。 

舩見委員：おはようございます。 

 私からは２点質問させていただきます。 

 決算書の１２６ページ、１２７ページ、成果報告書では５７ページの２０番、決算書の

２款１項１４目の３番の一番下です。戸別受信設備整備事業についてお伺いいたします。 

 まず、この事業の概要についてお伺いいたします。 

小比類巻委員長：広報広聴課長。 

東広報広聴課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 この事業は、さきの大震災での長時間停電による放送中断事故を教訓に、市内のテレビ

の電波受信方式を有線方式から無線方式に移行する計画によるもので、現在、有線方式で

テレビを受信している住宅を対象に、戸別に受信用のアンテナを設置する工事を実施する

ものでございます。 

 令和２年度からアンテナ設置工事が実施され、今後、市内全域を対象に工事を実施する

計画となっております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：舩見委員。 

船見委員：ありがとうございました。 

 有線から無線方式に変更すると、令和２年度からスタートするという答弁でございまし

た。 

 前年度決算額より約３倍となっておりますが、その理由についてお伺いいたします。 

小比類巻委員長：広報広聴課長。 

東広報広聴課長：お答えいたします。 

 令和２年度の工事の件数が、三川目地区の１４３件を工事させていただきました。令和

３年度は大津、前平地区を中心に５６６件、件数として、金額と同じように３倍程度増え

ております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：舩見委員。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 件数が増えたので、これに比例して決算の額も上がったということで理解しました。 

 いずれしましても有線からアンテナ受信に切替えとなると、工事がいつ三沢市内全域が

完了するのか、私の頭ではよく分かりませんけれども、ネットの発達によって今、すごく
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子どもたちの中でテレビ離れが続いておりますが、やはりテレビを楽しみにしておられる

方はたくさんいますので、今後計画性を持って安全・安心な工事ができるように取り組ん

でいただきたいと思います。 

 これに関しては、以上です。 

 続きまして、決算書の１３６ページ、１３７ページ、下のほうの、３番の住民基本台帳

ネットワークシステム管理費⑶の個人番号通知書・個人番号カード関連事務委任交付金に

ついて、その内容について伺いいたします。 

小比類巻委員長：市民課長。 

伊藤市民生活部参事兼市民課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 この交付金は、個人番号通知書及び個人番号カードの関連事務について、地方公共団体

情報システム機構、通称Ｊ－ＬＩＳといいますけれども、そちらに委任した経費となって

おります。 

 委任内容といたしましては、申請書の受付、個人番号カードの作製、各自治体への郵

送、コールセンターの運営経費などになっております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：舩見委員。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 受付や作製、郵送等ということで理解しました。 

 本市におけるマイナンバーカードの交付率について、最新のデータがありましたらお教

えください。 

小比類巻委員長：市民課長。 

伊藤市民生活部参事兼市民課長：お答えいたします。 

 マイナンバーカードの令和４年８月末現在の三沢市の申請率と交付率ですが、まず、申

請率は５４.９５％、交付率は４７.０３％となっております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：舩見委員。 

舩見委員：私も調べまして、県内１０市の中では一番ということで、国のほうでもマイナ

ポイントの第２弾が始まっておりますので、それもうまく利用し、広報しながら取り組ん

でいただきたいと思いますが、行政手続のオンライン化の実現に向けて、電子証明書を利

用したオンライン上での本人確認を行うのがマイナンバーカードの本質であり、不可欠だ

と思います。現在、先ほども言いましたが、マイナポイント事業ということで展開してお

りますが、交付率向上に向けた本市の取組についてお伺いいたします。 

小比類巻委員長：市民課長。 

伊藤市民生活部参事兼市民課長：再度の御質問にお答えいたします。 

 交付率を上げるためにしていることといたしましては、平日の日中に受け取りに来られ

ない方への対応といたしまして、年度末、年度初めの窓口延長を実施しております。毎

月、基本、第２日曜日になりますけれども、休日交付を実施しております。 

 あと、長期間受け取りにいらしていない方がいらっしゃいますけれども、その方には再

通知をして、早めの受け取りを促しております。 
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 そのほか、申請率を上げないと交付率も上がりませんので、申請率を上げるためにして

いることといたしまして、基本的に、来庁者、転入者へ窓口の申請の御案内、広報等での

申請の呼びかけをいたしております。 

 あと、出張申請サポートを実施しておりまして、先日９月３日、４日、イオン下田のほ

うで、県と近隣市町村と共同で開催いたしまして、この２日間で９３名の方に申請してい

ただきました。９月１７日、１８日、今週末ですけれども、ユニバース三沢堀口店で申請

サポートを実施いたします。 

 毎週木曜日、市民課の窓口において申請サポートを実施しておりまして、先週、９月８

日は１０名の方に申請に来ていただきました。 

 以上です。 

小比類巻委員長：舩見委員。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 申請率向上に向けて様々な取組を行って、新しいところでは、市役所窓口のサポート、

９月８日、１０名、イオン下田で９月３日、４日、９３名。また、今後はユニバース三沢

堀口店で１７日、１８日の平日に予約制で申請のサポートを行うということでありまし

た。 

 市独自の取組として効果が上がっていることと思います。これからもよろしくお願いし

たいです。 

 今後は、交付率が増えると電子証明書の更新、５年ごとにあるものと認識しておりまし

た。となると、市役所の窓口だけでは対応が困難になる場合も出てくると思うのですが、

そういうところで国のほうでは今後、申請等をサポートするために、公民の連携、そうい

うことを行っていると聞きましたが、三沢市といたしましては、どのように考えておられ

るのかお伺いします。 

小比類巻委員長：市民課長。 

伊藤市民生活部参事兼市民課長：お答えいたします。 

 委員おっしゃったとおり、暗証番号の有効期限が５年間、カードの有効期限が１０年間

ということで、もう既に５年間の暗証番号の有効期限が切れた方、更新の手続にいらして

おりまして、窓口が混んでいる状態でございます。 

 郵便局への委任ができるということになっておりますが、まず、郵便局に受けていただ

けるかどうかという協議が必要になりますし、受けていただけるということになります

と、専用端末、市のサーバーと郵便局の専用端末を調達しなければいけないですし、その

サーバーと専用端末を結ぶ圏域網回線の整備というものをしなければいけないので、その

分の予算措置が必要となりますので、郵便局を含め、庁内の関係各課とも協議をした上で

話を進めていかなければいけないと思っておりますので、検討していきたいと思っており

ます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：舩見委員。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 郵便局等で申請するにはサーバーや専用端末、そのようなところに予算がかかると。今
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後、市と郵便局と連携しながらも、恐らく必要なこととなってくると思いますので、状況

を調査して実施していただければと思います。よろしくお願いいたします。 

ほかに。 

小比類巻委員。 

小比類巻委員：私からは、分野として３件、件数としては４件になります。御確認させて

いただきたいと思います。 

 まずは、決算書の２３１ページ、公園管理費のページの一番最後、緑化推進等障害者訓

練受入業務委託料、この事業の内容をお知らせください。 

小比類巻委員長：都市整備課長。 

沼辺建設部参事兼都市整備課長：緑化推進等障害者訓練受入業務委託料について御説明申

し上げます。 

 緑化推進等障害者訓練受入業務は、社会において就職が難しい障害者が就労し、自立し

た生活ができるよう公園を利用して、地域の障害者理解促進を図りつつ、訓練を受けた障

害者がさらなる職業、技術と知識を備えることができるように実施している事業となりま

す。 

 以上です。 

小比類巻委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：障害者の訓練事業というお話ですが、それは公園管理業務の課のほうで

行っている業務でしょうか。 

小比類巻委員長：都市整備課長。 

沼辺建設部参事兼都市整備課長：こちらの事業は、公園施設を利用いたしまして、障害者

の訓練をする目的で、障害者施設、例えばワークランドつばさとかユウアイ、ぴあ、ボイ

スに、緑化公社を通じて委託いたしまして、公園施設の維持管理をして訓練していただく

ということになっております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：ありがとうございました。 

 なぜここを深く聞いたかといいますと、障害施設で就労施設を経営されている方々か

ら、やはり障害者はやれる内容が少ない。ただし、例えば草刈りをしっかり覚えるといろ

いろなところを丁寧にできるということで、できればほかからの依頼だけではなくて、公

園の整備、学校の校庭とかというところは、障害者を社会に貢献させてくれないかという

相談がありました。何とかそれぞれの立場で活躍できる場がありましたら、そういう場を

増やしていただきたいということでした。ありがとうございました。 

 次に移ります。 

 次は、成果報告書の８７ページ、英語教育推進事業費についてですが、今年度の予算委

員会のときにも質問したのですけれども、やはり三沢は子供に対する英語教育に特化した

国際交流都市、そこが目玉だというお話、そう私は認識しておりますので、イングリッ

シュキャンプを中心とした事業の成果をお伺いしたいと思います。 

小比類巻委員長：学校教育課長。 
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藤田学校教育課長：御質問にお答えいたします。 

 三沢市は、小学校から教育課程特区として英語教育に力を入れております。その成果が

諸学力検査等をみても県・全国の平均を上回るような学力成果を上げております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：学力の成果、例えば英検の合格率とか、そういうところに表れていると思

いますけれども、やはり今コロナ禍でウエナッチとの交流事業ですとか、積極的に子供た

ちが自分の体とか意識を全て英語に向けるような事業が滞っていると。イングリッシュ

キャンプの内容をいろいろ聞いたところ、ＡＬＴの方が教室でやるということで、普通の

英語の授業のときにＡＬＴを活用されているのと、それの追加版のような形で、どちらか

というと留学事業とはちょっと違うのかなと思っていました。 

 その中で、今年度、グローバルダイバーシティ事業というのが、正式名称は分かりませ

んけれども、それをやりますということでしたけれども、こちらのほうで、国際交流事業

のようなことがありましたらお知らせいただきたい。 

小比類巻委員長：国際交流課長。 

長根国際交流課長：グローバル・アンド・ダイバーシティキャンプについての御質問にお

答えいたします。 

 今年度、８月６日、９月１７日の２日間の日程で、市内の中高生、それから市内在住の

高校生を対象にグローバル・アンド・ダイバーシティキャンプというものを開催しており

ます。８月６日の内容につきましては、ウエナッチバレーカレッジの先生からオンライン

で英語による授業をしていただいております。また、午後にはウエナッチバレーカレッジ

の姉妹都市協会の皆様方とオンラインで交流をして、お互いに質問等をしております。 

 また、子供たちに対してウエナッチバレーのほうからお菓子のプレゼントを頂きまし

て、今後こちらのほうからウエナッチバレーの子供たちに日本のお菓子を送りたいと考え

ております。こちらは、子供たちにどういったお菓子がいいかというのを聞いて送ろうと

いうことで現在予定しております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員：ありがとうございます。 

 やはりそれも画面越しで、案内役とかサポート役の英語が堪能な方がリードするような

形であったとするならば、会場に大人の方もいるのかなと。留学的な、本当に子供たちが

英語を使わなければならない、そういうのとは違うような雰囲気があるのかなと思って見

ておりました。 

 できればダイバーシティキャンプはすごくいいのですけれども、例えば子供たちだけで

過ごすとかというようなやり方を、もしくはベースの中に国内留学ではないですけれど

も、そういうことができないか、私もいろいろ見ている中で、代替事業のやり方があるの

ではないかなと。ぜひそこのところの改善点がありましたら教えていただきながら、いい

ものにしていただきたいと思います。 

小比類巻委員長：国際交流課長。 

長根国際交流課長：まず、改善点ということでございましたが、今年度初めての事業でご
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ざいますので、手探りな部分も多少あるかと思います。ただ、現在参加していただいた

方々にアンケート調査をしたところ、非常に満足度が高く、またこういったものを、非常

に参加してよかったという声をたくさんいただいております。今おっしゃったように英語

を、サポートなしで子供が直接触れるような、そういったものも今後検討してまいりたい

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

小比類巻委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：その点は、これからの新しい事業ですので、考えて改良していただければ

と思います。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、成果報告書の１１１ページ、斗南藩記念観光村の管理についてです。 

 やはり見ていても利用状況、先人記念館とか道の駅機能が三沢市にも必要ですし、ここ

にできて長いわけですから、そこを醸成していく、そこを盛り上げていく努力が必要だと

いうのは私は分かります。ですが、実績を見ますと、コロナ禍前はちょっと厳しかった。

コロナ禍でさらに人流が抑制された。例えば去年、今年は外に出ていって、屋外だったら

いいですというような政府からも、そういう意識がある中でも外のパターゴルフですとか

ゴルフ場のレジャーが伸びてこない。これは、やはり経過を見ても盛り上がってこないと

いうことは、施設自体がここに必要なのか、もしくはこの場所を活用した上で、もっと違

う事業ができるのではないかと、そういう見直しの時期に来ているのではないかと思うの

ですけれども、この在り方について市の考えを教えてください。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：斗南藩記念観光村、道の駅の更新等の考え方について御説明させてい

ただきます。 

 まず、利用状況なのですが、中心となるくれ馬ぱ～くの総合案内所の利用者数が、過去

５年間のうちの平成２９年度から令和元年度は１８万人程度だった利用者が、コロナ禍の

令和２年度には１４万８,０００人に減り、令和３年度は１５万５,０００人という形で、

ちょっとは復活したような状況になっています。 

 また、県のほうの人流の移動規制等の関係もあって閉鎖されていた期間も結構長かった

中での人数と考えると、ある程度頑張っていただいたと思っております。 

 ハード面については、今おっしゃられたように結構老朽化が進んでおりまして、更新が

必要だったりしている状況で、昨年度におきましては、複合遊具の設置工事をさせていた

だきました。プラスソフト面としまして、ごぼう茶ソフトの開発と販売のほうに尽力いた

しまして、そのおかげもあってある程度人が戻ってきたのかなと思っております。 

 委員のほうから御指摘があったように、外でのレクリエーションの楽しみ方とか、マイ

クロツーリズムの考え方等においても、ここの施設は重要だと思っておりますので、今

後、各ハード面の更新についても検討させていただければと思っておりました。 

小比類巻委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：様々前向きな検討されているという御回答をいただきました。 

 ただ、やはり施設が老朽化しているから更新するのですけれども、やはり同じもの、も

しくは遊具ですと、安全性を考えたり目的を考えたりするのですが、同じように、例えば

パターゴルフ場はパターゴルフ場としてリニューアルしましたと。それはちょっとどうな
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のかと。やはり三沢には観光に来ていただいたりとか、スポーツですとか、レジャーを楽

しむ方々いらっしゃいますので、様々御意見をきいていただきながら、新しい、今のニー

ズに合った施設に変えていくことが大事なのではないかなと思います。そういうところ

で、管理費をそれ以上かけることができるかということにもなってくると。そういう更新

は市として可能なのかどうか、そこを確認させてください。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：ただいま御指摘があったように、単純に古くなったものを更新すると

いうだけではなくて、時代に即した形に見直していかなければならないと思いますので、

その辺も踏まえた新たな施設の整備等について検討させていただければと思います。 

小比類巻委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：ありがとうございます。 

 それに関連してなのですけれども、次の１１３ページ、三沢駅の交流プラザみーくる、

同じ産業観光課の所管だと思いますが、やはりここもできて、コロナ禍でいろいろなイベ

ントができなかった、オープニングイベントもできなかったというところから、船出が難

航していたのはあるのですけれども、昨日、私も駅そばを食べに行きましたけれども、非

常に静かな空間です。いいほうに取れば、交流している高校生、中学生は自習するのに物

すごくいいところですし、旅行者の方々も休むのにいい空間なのですけれども、みーくる

という名前、三沢市としては、あそこをにぎわい創生の一つの起爆剤にしたかったのでは

ないかと思っています。 

 また、そういうことは駅の周辺の市民の方も期待して、まだまだできるのではないか、

何とかあそこを使わせてくれないかという相談もありました。みーくるの考え方、市のほ

うでてこ入れしていかなければいけないと思うのですけれども、何か計画がありましたら

教えてください。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：駅前交流プラザみーくるについてお答えいたします。 

 令和２年、３年共に、やはりコロナ禍の影響もございまして、イベント等がほとんど実

施できなく、また、活性化等についても積極的な取組というのはできなかったのですが、

一応、令和３年度におきましては、イルミネーションやクリスマスの飾りつけ、花展と

か、高校生、沢高の科学部の展示などに利活用されておりまして、プラス、高校生の方々

も週末とか放課後とかに勉強スペースとして活用してもらっておりましたけれども、やは

り積極的な活性化のためのイベント等については実施できておりませんでした。 

 プラスしまして、みーくるについては、来年度から指定管理者制度の導入が予定されて

ございます。今後、選定業者がどこになるのか決まってくると思いますので、指定管理者

とともに、地域の活性化も図られるような運営の仕方について検討させていただければと

思います。 

小比類巻委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：指定管理者の方々と協議しながらということはあると思います。今、非常

にお祭りが再開して、マルシェですとか、まち中でやっている、あと、私はすごくいいと

思うのは軽トラ市、駅の１階部分を使ってできるのではないかなと思います。ぜひ駅の裏
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でも。まちでイベントをやる、お祭りをやるときっと駅に人が来る。例えば航空祭の前夜

祭、その日の夕方とか、やはり人流が違うと思うのです。そういうことを考えて、いいこ

とをやっているのですから、場所を変えてやるとか、何でも新しいものではなくて、いい

ものを活用するという考え方もあると思いますので、ぜひ今後、それぞれの地域活性化に

努めていただきたいなと思いまして終わらせていただきます。ありがとうございました。 

小比類巻委員長：久保田委員。 

久保田委員：私のほうからは２点質問させていただきます。 

 まずは、成果報告書のほうでは８３ページ、決算書のほうでは１１９ページですけれど

も、共生社会ホストタウン推進実行委員会補助金、まずは、こちらについて目的を教えて

いただければと思います。 

小比類巻委員長：政策調整課長。 

坂岡政策部参事兼政策調整課長：ただいまの共生社会ホストタウン実行委員会補助金につ

いて御説明いたします。 

 この補助金につきましては、車椅子ラグビーカナダチームの事前キャンプのほか、東京

２０２０大会や共生社会に関する事業を実施する官民による委員会への補助金となってお

ります。事前キャンプ中止に伴う応援事業等はコロナ感染等によるカナダチーム側の申出

により中止となりましたが、中止決定後、夏休み期間を利用して、市内の全児童館の協力

を得て、メッセージ、リボン、フラッグの作製等をいたしまして送付しております。 

 また、大会市のほうにはオンライン交流を行うとともに、カナダチーム応援ありがとう

ポスターを作製し、学校等に配布するとともに公共施設に掲示いたしております。 

 あとは、実行委員会や市が進めてきた共生社会実現に向けた各事業や市内のバリアフ

リー等について、施設編、取組編、アクティビティ編の三つの動画を作製し、三沢駅やＳ

ＮＳなどで紹介しております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：久保田委員。 

久保田委員：御答弁いただきましてありがとうございます。 

 私が特に質問させていただきたいのが、最後の共生社会推進ＰＲ動画制作に関してなの

ですけれども、この動画、もし手元に資料があったらお調べいただきたいのですけれど

も、どれぐらいのお金がかかったか、もし分かれば教えていただけばと思います。 

小比類巻委員長：政策調整課長。 

坂岡政策部参事兼政策調整課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 共生社会ＰＲ動画制作費につきましては１２１万円になっております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：久保田委員。 

久保田委員：ありがとうございます。 

 その金額を見たときに、ＰＲ動画というのは物すごく費用の大半を占めているのではな

いかと思って質問させていただいた次第です。 

 この質問をする経緯なのですけれども、この前、ジチタイワークスでＰＲプロモーショ

ン事例みたいな、最新事例みたいなものを見たときに、プロモーションが有効に働いてい
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るかどうかを適切に指標として評価するみたいなことをやっている自治体がありました。

その自治体がやっていることというのはどういうことだったかというと、ある特定の冊子

を読む前と読んだ後でアンケートを取って、具体的に感情がどのように変化したとか、ど

のように気持ちが動いたかというのを細かく調査して、そのコンテンツを見たときにどう

いうふうに変化していくのかということをやっていた。それを見たときに、すごいいい事

例だと思っていまして、プロモーションって短い時間の中で、視聴する前と視聴した後

で、具体的に市民の感情がどういうふうに変化していくかということを具体的に指標とし

て取っていったほうがいいのではないかと思いまして、私は以前からＰＲ動画の制作はす

ごく大事なことだと言わせていただいていたので、これから動画をどんどん作っていくべ

きだと思っているのですけれども、また一方で、その動画が有効に働いているかどうか、

つまり視聴する前と視聴した後で具体的に市民の感情がちゃんと動かされているのかどう

かみたいなところをある程度テストしていってもいいのではないかと思うのですけれど

も、今回、動画制作に当たって、例えば動画の制作段階から市民の人が参加したりとか、

動画制作した後に市民の人が参加してアンケートを取ったりとか、より市民と密接に関

わって動画制作をしていたみたいなことはあったのでしょうか。 

小比類巻委員長：障害福祉課長。 

堀障害福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 共生社会ホストタウン推進実行委員会の事務局につきましては、障害福祉課が担当して

おりましたのでお答えいたします。 

 今回の共生社会推進ＰＲ動画につきましては、委員御指摘のとおり、３本の動画を制作

いたしましたが、今回御提案のような視聴前と視聴後の変化のデータを取るとかというよ

うなことは行っておりませんでした。動画を制作するに当たっては、評価できるような観

点から進めてまいりたいと思います。今後の対応につきまして、今後検討していきたいと

思います。 

小比類巻委員長：久保田委員。 

久保田委員：ありがとうございました。質問はありません。 

 最後に、意見で終わりますけれども、やはり若い人とか私の周りも含めて、細かい文字

とかはなかなか読むことがないので、動画でカジュアルに市政とかやっていることを伝え

たいと思っている中で、そういう動画とかでしっかり興味・関心がかき立てられるよう

な、目の前に例えばおいしい食べ物があったら、それを食べたいと思えるような動画、人

の感情をちゃんと動かせるようになっているかというところをある程度指標として評価し

ていくことが必要だと思っていますので、引き続き検討していただければ幸いです。 

 以上で一つ目は終わりでして、次に、二つ目、成果報告書１１０ページ、決算書の２１

１ページなのですけれども、ＭＩＳＡＷＡクイーン事業費補助金についてですけれども、

まずは、こちらの目的について教えていただければと思います。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：質問が聞き取れなかったのですが、成果報告書の１１０ページの何の

関係についてでしょうか。 

小比類巻委員長：久保田委員。 
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久保田委員：もう一度質問させていただければと思います。 

 成果報告書の１１０ページのＭＩＳＡＷＡクイーン事業費補助金について、こちらの事

業の目的を教えていただければと思います。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：こちらの一番下の右側のほうにある程度記載されてはいるのですけれ

ども、三沢市の観光や農水産物の情報発信を行って、三沢市をＰＲしていただくために選

出させていただいております。 

小比類巻委員長：久保田委員。 

久保田委員：答弁いただきましてありがとうございました。 

 ＳＮＳを活用してとあるのですけれども、私が認識した範囲では、恐らくＩｎｓｔａｇ

ｒａｍだったと思うのですけれども、それ以外で何か運用していたりとか、もしお分かり

でしたら教えていただければと思います。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：１９０万円の内訳としまして、ＭＩＳＡＷＡクイーン選出に当たって

の賞金が１０万円掛ける４名分、日当が５,０００円掛ける５０日分、この５０日分とい

うのが、今御指摘があったＩｎｓｔａｇｒａｍ等にアップするときの撮影に要した日数に

なりまして、そのほか消耗品やホームページの委託等に支出されておりまして、やはりＳ

ＮＳを活用してという部分はＩｎｓｔａｇｒａｍがメインになっております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：久保田委員。 

久保田委員：御答弁いただきましてありがとうございました。 

 実際に私も観光協会のウェブサイトからＩｎｓｔａｇｒａｍを拝見して、かなり三沢市

のお店とかいろいろなものを紹介していたと思うのですけれども、もしこういったデータ

があればでいいのですが、実際にＩｎｓｔａｇｒａｍを通してお客さんが来たとか、そう

いう声があったのか、そういったものがありましたら教えていただければと思います。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：こちらの実施主体が観光協会になるのですけれども、実際にＳＮＳ上

等のＰＲに当たっては、実績が見えにくい状況になってございまして、それが反映された

かどうかという実証部分が必要かと思いますので、今後検討させていただければと思いま

す。 

小比類巻委員長：久保田委員。 

久保田委員：御答弁いただきましてありがとうございました。 

 質問はなくて、最後、意見で終わるのですけれども、やはりＳＮＳの一つのメリットと

しては、知らない人にどんどん三沢市に興味を持ってもらったりとか、こういう観光とか

特産品に興味を持ってもらうことができると思っています。 

 最近、ＳＮＳというと、ＴｉｋＴｏｋみたいなので、ティックトッカーがすごい伸びて

いるというか、それこそ主流な動画ツールでいえばＹｏｕＴｕｂｅとかもありますし。海

外だとか、中国とかが使っているＳＮＳもあるみたいで、これから観光とかもやる中で、

ＳＮＳ活用という意味で言えば、いろいろなＳＮＳをどんどんフル活用していって、これ
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というのは百発百中当たるものではないと思っているので、チャレンジをしていって、ど

んどんやってもらって、やった結果、ここのＳＮＳからはこういう人たちが入ってきたと

か、こういう商品がすごく売れるようになったとか、そういう事例ができれば、外からお

金を取ってこれるというか、そういうことができるのではないかと思っているので、どん

どんＳＮＳをフル活用して頑張っていただきたいというところで、意見として終わりま

す。 

 以上です。 

小比類巻委員長：ほかに。 

 田嶋委員。 

田嶋委員：それでは、幾つか確認させていただきたいと思います。 

 成果報告書の４０ページになります。予防費のところで、接種者数ということで、接種

率が１００％を超えているというものが幾つかあります。その考え方につきまして、内容

につきまして教えていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

小比類巻委員長：健康推進課長。 

種市健康推進課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 ワクチンには、それぞれ接種の期間がございます。その接種の期間で年齢のずれとかが

ありまして、対象の年齢にまた、期間で超えた方が入ってくるという状況があって、１０

０％を超える状況があるというところでございます。 

小比類巻委員長：田嶋委員。 

田嶋委員：分かりました。その年に接種しようと思っていながらも接種できなくて、次の

年に接種するという考え方でよろしいのですか。 

小比類巻委員長：健康推進課長。 

種市健康推進課長：そのとおりでございます。 

小比類巻委員長：田嶋委員。 

田嶋委員：分かりました。市民の皆さんで接種したいという気持ちがある中で、接種でき

るような体制を取っていただいているという部分に関しましては非常に有り難いと感じさ

せていただきました。また逆に、今のコロナワクチンもそうなのですが、逆に接種を予定

しながらも、件数が多分、ワクチンにしても準備されているものだと感じるのですが、ワ

クチンを最終的に接種する方が減って、そのワクチンに関してはどのような形を取られて

いるのか確認だけさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。廃棄したりと

か、そういうことなどが考えられますが、接種しない方の分というのは、どのように廃棄

せずに、何か工夫なりするのかお伺いします。よろしくお願いします。 

小比類巻委員長：健康推進課長。 

種市健康推進課長：お答えいたします。 

 接種する各医療機関において、必要な量の要求を受けまして、その分を配給というか、

使う分を渡しているという状況ですので、大きく廃棄とか、そういったことはございませ

ん。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：田嶋委員。 
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田嶋委員：分かりました。任意予防接種のインフルエンザに換算しても６６.３％という

ことで、接種される方、接種されない方もいらっしゃいますけれども、ここに関しても同

じということでよろしいでしょうか。 

小比類巻委員長：健康推進課長。 

種市健康推進課長：同じでございます。 

小比類巻委員長：田嶋委員。 

田嶋委員：分かりました。せっかくのものですので、無駄なく使っていただけるよう今後

も工夫していただければと思います。この点に関しては以上になります。 

 続きまして、成果報告書６３ページですが、一番上の消防設備整備事業で、消防庁舎女

子仮眠室改修工事費ということで１,３００万円計上されております。結構な金額ですの

で、どのぐらいの内容のものになっているのか、建築工事費とか設計に関しては、決算書

のほうにはなかったのですけれども、具体的な内容につきまして教えていただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

小比類巻委員長：消防本部総務課長。 

門上消防本部総務課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 消防総合庁舎の女子仮眠室改修工事ということで、女性消防職員が仕事のために宿泊で

きるように女子仮眠室の改修工事を行ったもので、事業費はそちらに書いております１,

１８３万５,９００円ということで、今までは消防本部に女性仮眠室がなかったのですけ

れども、女性消防職員採用ということで、環境整備に努めたものでございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：田嶋委員。 

田嶋委員：ありがとうございます。 

 今、自衛隊の休憩なんかも女性用の場所を設けているという中で、女性の活躍の場をさ

らに広げる内容で、非常にいいと感じました。 

 ただ、あくまでも対象になる女性の方は何人くらいいらっしゃるのか教えていただけま

すでしょうか。よろしくお願いします。 

小比類巻委員長：消防本部総務課長。 

門上消防本部総務課長：ただいまの質問にお答えします。 

 現在１０９名の消防職員のうち女性消防職員は３名勤務しております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：田嶋委員。 

田嶋委員：分かりました。 

 ３名の方が使われるということで、聞き取ったつもりですが、その内容でいいのかどう

かと併せて、せっかくこういった形で女性の職場をつくっている中で、市民の方にして

も、女性の方で消防士になりたいという方がいらっしゃるかもしれません。そんな中でい

くと、やはり消防として人員確保のためにも宣伝といいますか、いろんな意味で周知とい

いますか、されていくべきと思いますが、その点につきましてはいかがでしょうか。 

小比類巻委員長：消防本部総務課長。 

門上消防本部総務課長：ただいまの質問にお答えいたします。 
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 まず、１点目の女性仮眠室の使用人数ですけれども、３名いるのですけれども、最大６

名の職員が利用可能でございます。現在２名の職員が利用予定で、残り１名は十和田消防

本部にある上十三消防指令センターのほうに勤務しておりまして、ただいまそちらで勤務

しているので、最大６名までとなっております。女性職員を含めた消防職員の広報ですけ

れども、コロナ前は警察署と自衛官と合同で当消防本部を利用して、公安系公務員採用と

いうことで、上十三圏内の市内の高校に案内を出しまして、消防職員の募集。あとは県内

の二つの高校にも募集しまして、加えて市内の物販店舗に職員採用のポスターなども掲示

して、消防職員、たくさん採用試験を受けていただくような広報活動もしております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：田嶋委員。 

田嶋委員：分かりました。ありがとうございます。 

 私も女性の消防隊員の方が活動している姿を見させていただきました。そんな意味で

も、男女問わずでありますが、三沢市民のために頑張っていただければと思います。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：それでは、私から何点か質問させていただきます。 

 まず、成果報告書２０ページ、令和３年度一般会計決算の状況という中で、財政指標の

一つで財政構造の弾力性を示す経常収支比率が前年の９１.０％から大幅に改善して８５.

２となりまして、類似団体が９３.７％なのですけれども、大幅に下回っています。 

 そこで、この大幅改善の要因について、例えば歳出のほうでは何が節減できたのか、ま

た、歳入については、どのような増収があったのか、その辺、皆さんが頑張った内容をお

知らせいただきたいと思います。 

小比類巻委員長：財政課長 

栗原財政課長：御質問にお答えいたします。 

 経常収支比率は昨年度に比べまして大幅に減になっていますけれども、大きい要因とい

たしましては、昨年度に地方交付税が増額になっている部分と、地方消費税交付金あたり

が増額になって、一般財源が多く来ています。 

 歳出に関しては、どうこうしたというわけではないのですが、扶助費あたりが減額に

なったりとか、補助費も減額になっていまして、どちらかというと外部的な要因で減額に

なっていることが大きい要因となっています。 

 以上です。 

小比類巻委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 どうこうしたわけではないけれども、外部的な要因が大きかったということで、交付税

だとか地方消費税交付金の増収、あとは、扶助費だとか補助費が減になったということで

あります。そうは言いながらも、財政運営をしっかりとやっていかなければならないとい

うことで、このように数値が改善されることは、市職員が一丸となって頑張った結果だ

と、その成果だと思っております。今後においても経常収支比率を含めた財政指標をしっ

かりと注視しながら引き続き頑張っていただきたいと思います。 
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 そして経常収支比率が改善されていくと、財政構造の弾力性が確保されると。そうなれ

ば、昨今のコロナ対策でも物価高騰対策でも、いろいろな課題、少子高齢化だとか環境だ

とか教育問題だとかいろいろなことがあります。そういうことに対して、いざというとき

には市の単費をもってでもどんどん対応できるようになると思いますので、その辺のとこ

ろをよろしくお願いしたいと思います。これは要望です。 

 次に、成果報告書の２５ページをお願いしたいと思います。 

 ２番目の②の権利擁護支援事業費であります。これについては、令和３年度からの新規

事業ということでございますので、この事業について概要をお知らせ願いたいと思いま

す。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：お答えをいたします。 

 加齢に伴い判断能力が低下した方や認知症の方などが、住み慣れた地域で安心して暮ら

すために権利を守る援助者を選び、法的に支援する成年後見制度の利用促進が必要です

が、制度利用は十分でない状況にございます。こうしたことから、制度の一層の利用促進

を図るため、三沢・上北広域７市町村の共同で、三沢・上北広域権利擁護支援センターを

業務委託により設置しているものでございます。 

 主な業務内容といたしましては、広報啓発、相談対応、申立て支援、市民後見人養成、

後見人等活動支援、受任者調整及び関係機関等の連携・調整となっております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 令和３年度からの新規事業ということで、いろいろと頑張っておられるということが分

かりました。その中で、権利擁護体制の充実を図ったとありますが、この辺のところをも

うちょっと具体的にお知らせ願えませんでしょうか。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：お答えいたします。 

 令和３年度の実績といたしましては、センターに対して相談件数が５４件ございまし

た。うち申立てにつながった件数といたしましては１３件、三沢市民の相談件数が１４

件、申立て件数につきましては１件の実績になっております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 それぞれ相談件数だとか申立てだとかいろいろあったということで、それは、体制が整

備されたことによって、このようなことが増えてきたということでよろしいでしょうか。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：お答えいたします。 

 こちら相談内容によっては複雑なものがございまして、支援センターを立ち上げたこと

によって、専門の方の対応に結びつくこともございますので、そういったことの結果だと

思っております。 
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 以上でございます。 

小比類巻委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 高齢社会の中で、この事業については、ますます必要とされると思いますので、今後の

充実を期待したいと思います。 

 次に移ります。成果報告書の２９ページの下段のデイセンター運営費についてでありま

す。これについては、延べ利用者、今回が２,２１１人ということで、令和２年度を調べ

ましたら３,０７６人で、令和元年度は３,８０７人ということでありました。利用人員の

減の理由と、参考までに、令和４年度は増えてきていますでしょうか、そこのところをお

知らせ願います。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：お答えいたします。 

 令和元年度３,８０７人の利用者に対して、令和２年度３,０７６人でございますが、コ

ロナの関係で休館日数が２４日間休館しておりました。令和３年度につきましては２,２

１１人となっておりますが、コロナの関係で６４日間休館しておりますので、その影響で

このような減少になったと理解しております。 

 申し訳ございませんが、令和４年度に関しては、数字を今持っておりませんので、後ほ

どお答えいたしたいと思います。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 コロナによる休館ということが減の大きな理由ということで、これは想像できたわけで

すけれども、この施設は、介護予防ということで、大変すばらしい施設だと思いますの

で、今後ともＰＲによって、市民の介護予防につなげていっていただきたいと思います。

これについては、これで終わります。 

 次に、成果報告書の５５ページの消費生活対策費です。昨年のこの委員会の中では、令

和２年度はインターネットによるクリック詐欺が多かったということで御説明があったの

ですけれども、今回２５８件、去年は２６６件だったのですけれども、大体同じような件

数なのですけれども、主な相談内容はどのようなところだったのでしょうか。 

小比類巻委員長：生活安全課長。 

河村生活安全課長：ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

 消費者生活相談に係る相談内容についてでございますが、昨年の傾向として、一番多

かったものとして、いわゆる送りつけ詐欺、注文しないものが宅配便で届くとか、あと

は、ＳＮＳに買った覚えのない商品の配達が届くとか、そういったものが３２件というこ

とで一番多かったところです。 

 続きまして、コロナ禍にあって、旅行代理店のツアーを利用する方が多かったように感

じまして、その方がキャンセルに伴って、いろいろな業者とのトラブルといったものに関

する苦情が３０件。そして最後は、アダルトサイトやゲームサイトといったものが２９

件。これらがトップ３となっております。 
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 以上です。 

小比類巻委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 送りつけ詐欺だとか、いろいろと４件ぐらいの大きなものを紹介いただきました。 

 相談員を２名配置して、こういう相談対応して、結果的には、三沢市民としては実際に

詐欺被害に遭われた方はいらっしゃるのでしょうか。あったけれども解決したのでしょう

か、その辺のところをお聞かせ願います。 

小比類巻委員長：生活安全課長。 

河村生活安全課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 私の知っている限りでは、何らかの形で損害を回収できたという方はおります。ただ、

それも高額だったかというと、それほどではなかったように記憶しております。あとは、

おおむね解決しているように認識しております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 そういうことで、今後とも被害の未然防止のためにしっかり取り組んでいただきたいと

思います。これは要望です。 

 最後になります。成果報告書の６７ページ、自然保護費になります。 

 市仏沼保全活用協議会補助金について、事業効果として、ラムサール条約登録湿地であ

る仏沼を次世代に引き継ぐための保全維持が図られているとあります。 

 そして、事業実績内容の中に、仏沼の乾燥化対策などを行ったとありますが、この乾燥

化対策の中身についてお聞かせ願いたいと思います。 

小比類巻委員長：環境衛生課長。 

種市市民生活部参事兼環境衛生課長：御質問にお答えいたします。 

 仏沼の乾燥化対策について取り組んだ状況ということでお答えいたします。 

 仏沼は湿地ということで、その特性がラムサール条約の登録にもつながって、貴重な鳥

類とかの生息地になっているところであります。しかしながら近年、以前の湿地が乾いて

きていると。水気がちょっとなくなっている区域が少し広がってきているという御指摘が

ありまして、昨年、環境省のほうの植物の調査等もございました。その際にも乾燥化とい

うことで提案がありましたけれども、今年度取り組んでいる乾燥化対策については、おお

むね仏沼の北側の区域、エリアとすれば、北側の区域の部分的に乾いているエリアを、な

るべくそこに降った雨とか雪解け水とかが出ていかないように、とどまって湿った状態を

保てるように排水先を一時的に止めたりとか、調整したりしながら、今年６月、７月あた

りから経過を観察しながら状況を確認しているところでございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 北側地域の乾燥化が進んでいるところの雨水、雪解け水を何とかあそこに止めるような

こと等を行っていると。経過観察しているというお話でした。ありがとうございました。 
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 今年の７月８日の新聞報道で「オオセッカ、３年ぶり減」という見出しで、２０１１年

以降減少傾向が続いていると見られるという記事で、何が原因か分かっていないが、仏沼

特別保護地区の北半分で進む湿性草原の乾燥化について、早急な原因究明と対策が必要と

の関係者の話が載っていました。 

 成果報告書の数字では、オオセッカを調査した数は、２年度が９０２羽、３年度が７４

６羽ということで減ってきています。専門家に寄れば、乾燥化によりオオセッカの餌とな

る昆虫類がいなくなったということも考えられるのではないかということも聞きました。 

 そこで、この乾燥化について、調査と対策、原因究明と対策が必要だと新聞に書いて

あったのですけれども、先ほどの答弁では、とりあえず経過観察をしているのだというこ

とでしたけれども、その後の今後の対策の見通しについて考えていることがありましたら

お知らせ願いたいと思います。 

小比類巻委員長：環境衛生課長。 

種市市民生活部参事兼環境衛生課長：御質問にお答えします。 

 環境省とか、活動しているオオセッカランドとかのお話も聞きますと、今現在、オオ

セッカの数が減少化につながっている要因としては、繁殖する環境、例えばヨシの茂り具

合とか密度だとか高さとか、そういったものが十分でないと鳥もなかなか繁殖しづらいと

いう、それが数にも影響しているのではないかという御見解をいただいております。 

 現在取り組んでいるのは、鳥の繁殖に必要なヨシの状況が、やはり乾燥しているとなか

なか生育が十分でなくて、生えなかったり背丈が低かったりとか、そういう影響が出ます

ので、できる限り元の環境に戻るような、湿地として機能が発揮できるように環境を整え

るために、先ほどのような排水の調整をしている状況です。今後もこういったことが、餌

となる昆虫が増えていくとか、そういったものにつながっていくのであれば、もう少しこ

ういった取組をさらにいいものにして取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 まず、経過観察等続けているという中で、いい方向性が見えてくれば、そちらのほうに

重点を置きながら、しっかり対策を進めていきたいという話だったと思います。何とかよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 成果報告書には、さらには、仏沼来訪者数ということで、自然観察会等参加者数、３年

度は２３５名、２年度は１９１名だったのですけれども、監視員確認数は、３年度３３８

名、年度２２４名ということで、３年度は併せると６００名近くになります。三沢市の

ホームページを見れば、観光施設・スポットとして仏沼は紹介されています。農業と環境

の共生ですとか、そして観光との統合によりまして、長期滞在に伴う観光資源の一つ、三

沢の魅力の一つになるようにさらなる取組を期待したいと思います。 

 そして、実は仏沼の特別保護地区、２２２ヘクタールについては三沢市が重点要望で国

に買取りを求めて、長年やっています。なかなか実現の運びには至っていないのですけれ

ども、２２２ヘクタールのほとんどの土地が三沢市土地開発公社の所有となっています。

その土地が、いわゆる塩漬け土地とならないように、少なくとも自然環境を維持していか
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ないと、そういう価値がなくなってくると、全く土地の所有等についてもそのままの状態

になってくると思いますので、その辺のところ、自然環境の確保を何とかしながら、重点

要望等も粘り強く続けていっていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。終

わります。 

小比類巻委員長：市長。 

小檜山市長：上北郡の反対側、湖沼群生物多様性の観点から非常に重要な地域でございま

してですね。あるいは仏沼。進んで守っていかなければならない大事な地域なのですけれ

ども、オオセッカというのは人が定期的に手を入れてこそ良い環境になっていくというこ

とで、乾燥という話については、一つには、気象条件によって非常に乾いてきているとい

うことで、人が手を入れるという観点からいくと、去年あたりは日本原燃の方、協同組合

の方が草刈りをしてくださいました。それから３空団の久保田司令以下、有志の方々が草

刈りをしてくれましたけれども、非常に良い状態になってきたと思っていますけれども、

特に県で設置している水揚げのモーターが５０年以上たって、古くなってきているのです

けれども、それもお願いしてあります。水揚げの道具として非常に大切です。それから高

瀬川の入り口の辺りに親水公園があって、それは国に申請して多くの補助金をとってきれ

いに整備されて、皆さん行ったことあると思いますけれども、駐車場もあったり、親子で

シジミ貝が採れるようなところがあって、観光の一つとして大事な、私も県議会議員時代

からよくバイクで歩いていたのですけれども、そこはやはり守っていきたいと思っており

ますので、御協力よろしくお願いしたいと思います。 

小比類巻委員長：ほかに。 

 瀬崎委員。 

瀬崎委員：私から３点ほど質問させていただきます。 

 まず、決算書の１２７ページ、成果報告書の５７ページ、先ほど舩見委員が質問しまし

た戸別受信設備整備事業についてお伺いいたします。令和２年度から設置工事が始まっ

て、令和３年度、設置工事請負で１億４,２８２万８,４００円と、戸数につきましては５

６６軒と。単純に割りますと１軒当たり２５万円かかっているのですけれども、私の記憶

で申し訳ありませんが、たしか戸別受信装置設置事業費では１０億２,０００万円ぐらい

と思ったのですけれども、１軒当たり２５万円ということであれば、かなり財政的にきつ

いのではないかと思うのですけれども、２５万円の内訳を教えてください。 

小比類巻委員長：ＣＡＴＶ情報室長。 

吉田ＣＡＴＶ情報室長：瀬崎委員の御質問の内訳についてお答えさせていただきます。 

 細かい内訳は今手元にないので、増額されると思われるところ、最初と違うところをお

答えさせていただきます。 

 当初、アンテナをつける際に、アンテナ１本ということで考えておりましたが、現在、

アンテナが２本必要となるところと、あと、ブースターという機械が増額されているの

で、現在の２５万円という金額になっております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：もう少し細部、例えば器材で幾ら、委託料で幾らか分かりませんか。 
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小比類巻委員長：ＣＡＴＶ情報室長。 

吉田ＣＡＴＶ情報室長：アンテナが２本、受信する、圏内波、圏外波を使うので２本から

３本必要になるというところがありまして、額等は詳細を持ち合わせておりませんので、

後ほどお答えさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：よろしくお願いします。 

 それで、お聞きしたいのは、令和２年度からこの事業が始まったのですけれども、当初

の計画では、全世帯ということでありますけれども、令和２年度以降に新築する家に対す

る受信装置というのはケーブルテレビにつないでいるのか、それともお願いしてアンテナ

を設置しているのか、そういうのは指導とかがあるのでしょうか。お答えをお願いいたし

ます。 

小比類巻委員長：ＣＡＴＶ情報室長。 

吉田ＣＡＴＶ情報室長：今の質問にお答えいたします。 

 今のアンテナの工事は、ケーブルテレビに接続されている家にこちらからお願いして工

事を進めさせていただいております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：それは分かるのですけれども、新たに建てた家に対してはマックテレビのアン

テナをつなぐのか、それともそれぞれ戸別でもってアンテナを上げているのかという質問

に対する答えをお願いいたします。 

小比類巻委員長：広報広聴課長。 

東広報広聴課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 新築する御家庭に対しましては、どちらかを選択していただいております。できれば受

信状況をはかっていただいて、アンテナを設置できる状況であればアンテナを設置するよ

うにお願いしております。世帯のほうでどうしてもマックテレビにつなぎたいと、有線で

やりたいというところには線をつないで設置しております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：お願いではやはり厳しいかと思うのです。結果的には、あと５年ぐらいたった

ら全部アンテナは立てますので、お願いするに当たっては、こういう状況ですので、ぜひ

とも戸別でもってアンテナを設置していただけませんかということをお願いするような形

でもって、極力そういうところでもって財源を節減しないと厳しくなるだろうと思うので

すが、この点どうでしょうか。 

小比類巻委員長：広報広聴課長。 

東広報広聴課長：今後はアンテナを設置する方向でお願いしてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：よろしくお願いいたします。 
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 次の質問に行きたいと思います。 

 次は、決算書の１３１ページ、成果報告書は５９ページ、総務費の防災備蓄倉庫設置事

業、この事業の内容についてお知らせ願います。 

小比類巻委員長：防災管理課長。 

田代防災管理課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 防災備蓄倉庫の設置事業でありますが、こちらは、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、避難所用備品を保管するために倉庫を建設したものでございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：分かりました。場所はどこで、ただ、成果報告書を見ますと、避難所を開設し

た際に使用する間仕切りテントや非常用毛布を格納することでと書いてあったのですが、

新型コロナと余り関係ないような感じを受けるのですけれども、その点はどうなのでしょ

うか。 

小比類巻委員長：防災管理課長。 

田代防災管理課長：お答えいたします。 

 倉庫の設置場所につきましては、新しい体育館です。国際交流スポーツセンターの脇に

建ててございます。 

 新型コロナウイルス感染症対策としてと申しましたが、そちらは、避難所を開設した際

に必要となるテントとか、そういったものをそちらのほうに保管しておいて、万が一避難

所を開設する際に、そちらから運搬してそちらのほうに設営する形となってございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：内容は理解しました。 

 それで、こういうことを設置することによって、トータル的に何名分ぐらいのテントと

か、そういうものは備蓄されているのでしょうか。 

小比類巻委員長：防災管理課長。 

田代防災管理課長：お答えいたします。 

 避難所のテントでございますが、外のほうで検査をいたしまして、避難してきた方が、

感染しているのか、していないのかということを確認してから中に入れて、中のほうで部

屋を分けるとか、そういった受付をするためのテントですので、何人ということではござ

いません。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：トータル的に何名分のテントなのかという質問なのですけれども、そういうの

は把握されるのですか。 

小比類巻委員長：防災管理課長。 

田代防災管理課長：すみません。失礼いたしました。 

 テントの数ですが、昨年度購入したテントにつきましては、数については、今、資料が

ございませんので、ちょっと時間をいただきたいと思います。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 
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瀬崎委員：了解しました。かなりコロナ禍によって、ソーシャルディスタンスとか、ああ

いう関係がありますので、少なくともうちらも何人分ぐらいちゃんと待避できるか、後ほ

ど、よろしくお願いいたします。 

 次に移ります。 

 決算書の２０９ページ、成果報告書の１０８ページ、商工費の業務委託で、つながる企

業プロジェクト業務委託料があるのですけれども、この事業についてまずお知らせくださ

い。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：つながる企業プロジェクト事業についてお答えいたします。 

 こちらの事業につきましては、県の補助金を活用いたしまして実施している事業でし

て、地域が抱えております課題について、東京のコンサル業の方を派遣していただいて、

ファシリテーターという形で調整をしていただいて、地域企業の方々を交えた意見交換を

実施したものです。その意見交換会の開催回数が下のほうに記載されております５回、参

加者は１０社、１団体で、人数としては１５名という形になってございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：瀬崎委員 

瀬崎委員：分かりました。 

 成果報告書を見ますと、域内就職の確保を目指して、地元企業と行政及び地元企業のつ

ながりを含め、連携強化するための体制整備と。いわゆるファシリテーターでもって三沢

市の企業の問題点等を洗い出して、今後どうするかということだと思うのですけれども、

将来的にこれは、一番下にあるように、域内就職の確保とあるのですけれども、受皿の人

たちに共通認識を持たせるための事業という格好でよろしいのでしょうか。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：ただいま瀬崎委員のほうから御指摘があったとおり、市内の各企業と

企業、企業同士であったり、企業と行政のつながりを深めるとともに、地域内で人口減少

がどんどん進んでいるものですから、できるだけ地域内に就職していただくためには、ど

ういう課題があって、どう解決していけば就職していただけるかということを共通認識し

ていただいて、できる限り地域内に就職していただくための方策を検討していただいたと

ころでございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：どこでも就職とかは厳しいと思うのですけれども、受皿をつくるのであれば、

それに入れる、就職する人に対して情報の流れとか、例えば県内高校生、市内の高校生に

対して、こういう企業の就職があります。もしくは県外に出た大学生等に対して、帰って

きたらこういう企業がありますという情報発信が必要と思うのですけれども、そういう点

の事業については、今後どのようなことを考えておられるか、お願いいたします。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：地域に就職される方々へのＰＲにつきましては、各高校に対する企業

説明会を実施するとともに、大学生の方々が戻ってこられるように、同じ１０８ページの
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下段にございます地域企業等魅力発信動画制作事業で、地域の魅力ある企業の動画を作製

してＰＲする事業も併せて展開させていただいたところでございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：瀬崎委員。 

瀬崎委員：よろしくお願いします。 

 先般、移住・定住促進対策特別委員会でもって、島根県を視察したのですけれども、そ

ちらも就職のための人員確保に対して、特に女性に対してかなり助成金を出したりという

施策を取っていると。松江市については、地元の高校生、大学生を含めて、あそこは大学

がありますので、大学生に対して、地元に対しての事業に対する補助金をやっている。出

雲市につきましては、１８歳以上の女性を対象に、Ｉターンに助成していると、いろいろ

なことをやっています。何で女性かと聞いたら、女性の方が県外に出る人が多いというこ

とがありましたので、三沢市もそういう状況を考えながら、就職のための人員確保をやっ

ておられますけれども、もっともっと積極的に発信していただきたいと思います。要望で

す。 

 以上です。 

小比類巻委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：成果報告書の２９ページになります。包括支援費の中の輸送サービス事業委託

事業についてですけれども、昨年度、実施件数は４７２件ということで、かなり頑張って

おりますけれども、内容について、はまなすと老人施設に入所等ということですけれど

も、具体的に何件か分かれば教えてください。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：ただいまの御質問に回答いたします。 

 現在、はまなす学園への移送はゼロ件でございます。平成２６年度より実績がございま

せん。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：はまなすに関しては、今のところ要望がないということでよろしいでしょう

か。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：おっしゃるとおりでございます。 

小比類巻委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：ということは、家族での対応で間に合っているというか、以前であればはまな

すに通うにしても七戸に通うにしても、輸送できないということで困っていると聞いたこ

とがあるのですけれども、今は障害者の施設に通うということで、一切要望がないという

ことで捉えてよろしいでしょうか。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：詳細は分からないのですが、申請自体が

ない、依頼がない状況でございます。 

小比類巻委員長：遠藤委員。 
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遠藤委員：分かりました。もし、利用者にお話を聞く機会がありましたら、本当に困って

いないのか、もう一度確認していただければと思います。これは要望になります。 

 続いて、成果報告書の５１ページ、結婚支援事業についてですけれども、結婚に伴う経

済負担を軽減するためにいろいろと三沢市でも行っている事業ですけれども、ただこれが

上十三・十和田湖定住自立圏の住宅で、夫婦共に３９歳以下の新婚世帯が対象と書いてあ

りますけれども、７市町村の支援の割合というのはどのようになっているか。 

小比類巻委員長：政策調整課長。 

坂岡政策部参事兼政策調整課長：結婚支援事業費の結婚メモリアル助成金についてお答え

いたします。 

 こちらの件数は、予算１,３５０万円、件数として４７件助成しております。４７件の

うち市内居住者は１２組、市外居住者は３５組の計４７組となっております。 

小比類巻委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：三沢市が１２件、三沢市としてはもうちょっと多ければいいなという思いがあ

ります。どうしても広域でやってしまうと自分のところが一生懸命やればもっと件数が上

がるのかと思いますので、市として、今どのような形で市の件数を上げようと考えている

のか、何か考えがありましたら教えてください。 

小比類巻委員長：政策調整課長。 

坂岡政策部参事兼政策調整課長：今後の取組の方向性についてお答えいたします。 

 現在、三沢市としましては、結婚メモリアル助成金は、結婚に対する助成と、結婚新生

活支援とをセットとして考えておりまして、結婚新生活のほうは、国の事業でもございま

して、収入の要件等いろいろ制約がございますので、なかなか件数的には上がらないので

すけれども、何とか二つセットでいろいろとＰＲさせてもらっております。市民課のほう

にも結婚等の申請が来たときには、こういったＰＲを行っております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：ありがとうございます。ぜひ三沢でこういうのはどんどんやって、三沢市民が

増えるようにしていただければと思います。 

 続いて、小さいことなのですけれども、成果報告書６６ページ、動物保護費についてで

すけれども、成果報告書の中で、動物に関する苦情件数ということで、昨年は１６件、今

年度は１２件ということで、少なくなった、取組がいろいろされているのかなと思うので

すけれども、市内を散歩している方々を見たときに、中には犬が排せつしたものをそのま

ましれっとして、それが特に草が生えているところにしたときは確かに見えないのですけ

れども、例えば草刈りをしたときにかなりふんが出てきたり、そういうこともかなり見か

けます。市民の苦情の内容にふんがあるのかどうか分かりませんけれども、犬の排せつ物

に対しての苦情があるのか、ないとしたら、今後の対策をどのように考えているか教えて

ください。 

小比類巻委員長：環境衛生課長。 

種市市民生活部参事兼環境衛生課長：御質問にお答えします。 

 令和３年度、動物に関わる苦情１２件のうち、犬が４件、猫が８件ということになって
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おります。犬の苦情の中では、一番多いのはふんの問題です。先ほど委員のおっしゃった

散歩中にふんをしたものをそのまま放置するという苦情も中にはあります。市としまして

は、動物を飼う方のマナーとして、ふんをきれいに片づけるとか、適正な管理をしてもら

いたいという旨の周知というのは、イベントとか犬のマナー教室といった際にも、毎年、

狂犬病の駐車もしておりますので、そういった際にもチラシを回すとか、そういったこと

で啓発している状況ですけれども、やはり苦情というのはなかなかなくならないという現

状となっております。 

 対応としましては、犬のふんの苦情、今までこういった情報は押さえておりますので、

こういった苦情が多いところを定期的に市役所の車で回って、どういうふうになっている

のか、また、行くことによって、たまたまいらっしゃる方に、マナーについてのチラシを

配りながら御説明したりしながら、飼う方のマナーがよくなるように、今後とも継続して

取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：ありがとうございます。今後も継続してマナーを知らせていくということで、

よろしくお願いいたします。 

 最後になります。成果報告書の８７ページ、先ほど小比類巻委員からも、英語に特化し

た市町村でいろいろ頑張ってほしいということで質問しましたけれども、実用英語検定の

受験ですけれども、昨年よりかなり、今年は２学年が４６.４％、昨年は７６％、３学年

については６７.２％で、昨年は７６％ということで、ちょっと少なくなっているのかと

思うのですが、前年度の取得率４０.６％だと思いますが、今年度の取得率は何％になる

か教えてください。 

小比類巻委員長：学校教育課長。 

藤田学校教育課長：お答えします。 

 英語検定ですが、昨年度、３級以上を取得した生徒は３０.３％になります。今年度

は、これから試験がありますので、今年度の数字はまだ出ておりません。 

 以上です。 

小比類巻委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：ちょっと少なくなってきて、せっかく頑張っている事業なのに残念だという思

いがあります。受験する年齢が今は２年、３年ですけれども、ほかの学年も入れればもっ

と増えるのかという思いもありますので、今後検討していただきたいと思います。要望で

す。 

 以上です。 

小比類巻委員長：この際、午後１時まで休憩します。 

午前１１時５７分 休憩 

──────────────── 

午後 ０時５５分 再開 

小比類巻委員長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 質疑に入る前に、答弁できなかった部分について執行部より答弁させます。３件ありま
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す。 

 最初に、佐々木委員の質問に対して、介護福祉課長から説明をお願いいたします。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：佐々木委員のいきいきデイセンター、令

和４年度の実績についてお答えいたします。８月末現在で延べ９７５名の利用がございま

す。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：続きまして、瀬崎委員の質問に対して、防災管理課長から答弁願いま

す。 

田代防災管理課長：瀬崎委員の御質問にお答えいたします。 

 避難所用の間仕切りテントですが、２人用のテントでございまして、１６０張りござい

ます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：続きまして、同じく瀬崎委員に対して、ＣＡＴＶ情報室長より答弁願い

ます。 

吉田ＣＡＴＶ情報室長：瀬崎委員の内訳についてお答えいたします。 

 ２５万円の内訳ですが、アンテナ２本で１万２,０００円、ブースターが４万円、アン

テナをつけるマストで１万３,０００円、その他ケーブル等の部材が７万９,０００円と

なっておりまして、これに労務費、高所作業車等クルー労務費を９万円足して、その額に

０.５掛けた諸経費が８万４,５００円で、足して２５万３,５００円となっております。

これはアンテナ２本ということで、標準的な今回の工事内容となっております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：よろしいですか。 

 引き続き質疑に入ります。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：それでは、午後一番手で頑張りたいと思います。よろしくお願いします。質問

させていただきます。 

 まず、決算ということで、これが市民の行政サービス向上、また、様々な皆さんが一生

懸命日頃頑張っていらっしゃる一般業務がたくさんあるのですけれども、それが本当に実

効性があるのか、中身がどうなのかというところもしっかりと見ていかなければならない

と感じております。そういう観点から質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、成果報告書ですが、２０ページ、先ほど佐々木委員のほうから質問がありました

経常収支比率、先ほど数値が改善されているということで、職員の皆さんの頑張りだとい

う佐々木委員からお褒めの言葉があったと思うのですが、この数値だけを見ると改善され

ているということです。財政の硬直化という観点からも大変いい材料だと思うのですが、

その中身です。地方交付税、地方消費税の増額分と不用額があったということも言われて

おりました。 

 どうして高くなるのか、経常収支比率というのが人件費とか、様々な事業費ではないで

すけれども、行政運営上必ずかかってくる基本的な支出が占める割合ですから、ここで何

が、今回は不用額とかがあったと思うのですけれども、これまで何が押し上げていたの
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か。今回は、交付税の増額ということもありましたけれども、コロナの関係でなかなか事

業ができなかった、イベント等様々施策ができなかったという部分もあったと思うのです

けれども、三沢市の場合、これまで９０％以上あったわけですが、公債費と人件費等が押

し上げていると言われているのですけれども、決して人件費を削るべきではないと思うの

ですが、これまでどういうことが押し上げていた理由に挙がりますか。 

小比類巻委員長：財政課長。 

栗原財政課長：御質問にお答えいたします。 

 これまで押し上げた理由ということでよろしいですか。 

 いろいろあるのですが、主に物件費だったりとか、その年々でまちまちですけれども、

大きいのは物件費とかが多いと思います。委託料だったり需用費だったりが結構押し上げ

ていて、この辺は職員で頑張って減らしていける要因にはなるので、その辺は調整してや

るのですけれども、人件費も人の張りつきにもよるので、一概に要因だとも言えないの

で、公債費に関しても、最近はずっと減ってきている状態ですので、それも要因ではない

ので、どっちかというと物件費が大きいかと思っています。 

 歳出はそうなのですけれども、歳入の入り具合にも、結局交付税の増減で分母が変わり

ますので、１％変わったりしますので、その辺もあるので、一概にどれがというのは言え

ないのですけれども、そういうところもあります。 

 以上です。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：公債費が徐々に少なくなっているということのお話がありました。人件費と

か、人への投資、絶対に必要な物件費、そういったものではないということで、先ほど

言った自主財源を増やす方向で、三沢市をどのように経済を発展させていくかということ

も、税収を上げるということも含めて、ここの数字の改善を期待したいと思います。よろ

しくお願いしたいと思います。 

 次に、成果報告書の２８ページ、高齢者除雪生活支援サービス事業委託料ですけれど

も、これまでも高齢者の方々が、特に大雪で大変な思いをされている。こういった中で苦

労されている姿を見て、これは本当に何とかしなければいけないのではないかと、毎回冬

には思っているのですけれども、今、除雪生活支援サービスの内容というのはどのように

なっているのでしょうか。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：高齢者除雪生活支援サービス事業につい

て御説明いたします。 

 高齢者除雪生活支援サービス事業の実施を希望する町内会と委託契約を締結し、その町

内会の区域内に住む玄関先等の除排雪が困難なおおむね６５歳以上の高齢者のみの世帯へ

除雪の生活支援サービスを行うものでございます。 

 実施は１２月から翌年３月末の期間とし、おおむね１５センチ以上の積雪があった場

合、町内会の判断で除雪サービスを行った場合に委託料をお支払いしております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：奥本委員。 
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奥本委員：ありがとうございます。 

 大変いい事業だと思うのですけれども、なかなか参加をしていただけない町内会等も

あって、全ての高齢者の方々がこういう支援を受けられるような体制にはなっていないわ

けです。その中で、民間の業者に頼んだり、シルバー人材センターに頼んだりというよう

な方々もいらっしゃいます。 

 そういう中で、町内会もありますけれども、それ以外に、介護度がついている方々への

支援策もあると思いますけれども、それはどうなっていますか。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：お答えいたします。 

 町内会以外に軽度生活援助事業及び軽度生活援助サービス事業というものがございまし

て、共に除雪に対してサービスを受けられます。 

 軽度生活援助事業につきましては、財源は一般会計でございます。対象者は６５歳以上

の高齢者のみの世帯となっております。軽度生活援助サービス事業につきましては、介護

保険特別会計でございまして、対象者は６５歳以上で要支援１、２の方が事業対象者とい

うことになっております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 これまでもありましたけれども、サービスなので回数があるのです。例えば大雪が１週

間降り続いたという状況も、これは災害と同じようなものでしたけれども、回数が限定さ

れていますよね。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：御説明いたします。 

 一般会計、軽度生活援助事業につきましては、１週間当たり１回、軽度生活援助サービ

ス事業につきましては、要支援１の方は週に１回、要支援２の方は週に２回となっており

ます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：この制度は、高齢者の方々に対する除雪の援助が十分にできているようなイ

メージを与えるのですけれども、実際に中身を見ると１週間に１回とか、なかなか委託業

者の方が来ても次の日に来るとか。使い勝手が……。玄関前の置き雪、道路に積もってい

て出て歩くときも……。置き雪は除雪の対象に入っていないと。各自自分で家の前の置き

雪についてはやらなければならないということで、中身をしっかり見ると、高齢者の方々

も使い勝手が悪いという中身になっていると思います。町内会等で丁寧にやってくださっ

ているところも知っているのですけれども、そういうところはいいのですが、ほかにもそ

ういう援助しなければならない独り暮らしの高齢者の人たちがいます。そういった方々に

もしっかりと行き届くような仕組みをつくっていかなければならないと思うのです。 

 例えば、今、シルバー人材センター等に援助してもらって、委託料を払ってやっている

ケースもあると思うのですけれども、業者に１回やってもらって２万円かかったという声
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を聞いて、業者にもいろいろあるというイメージがあって、もっと個人レベルで、これは

法的にどうか分からないのですけれども、これを請け負ってもいいというような方々を捜

して、町内会で援助していない地域で、高齢者の方に除雪を、はっきり言ってアルバイト

みたいな感じです。そういうシステムを考えていただけないかと。しっかりと軽度の除雪

サービスとうたっているわけですから、一部の人ではなくて、本当に必要だという方々に

しっかりと行き届くような仕組みをもう一度考えていただけないでしょうか、いかがで

しょうか。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：この高齢者除雪生活支援サービス事業の

委託先につきましては、委員御指摘のように、手を挙げていただける町内会の方、手を挙

げていただけない町内会がございますので、委託先を関係機関と協議いたしまして、広く

委託を受ける対象があれば検討していきたいと思います。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：前向きに頑張っていただければ有り難いです。よろしくお願いします。 

 次に、次の２９ページですが、緊急通報システム管理運営業務委託料とあるのですが、

これは一般的に、高齢者の方の安心電話ということで解釈してよろしいですか。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：お答えいたします。 

 こちらの緊急通報システム管理運営業務委託でございますが、独り暮らしの高齢者に対

して緊急通報装置を貸与いたしまして、火災や病気等の緊急時に通報装置のボタンを押す

ことで、折り返し対象者の状況を確認しまして、希望に合わせた対応をするとともに、週

１回電話で安否確認、各種の相談を受けることによって孤独感の解消を図るものでござい

ます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：そうすると、内容を見ると福祉安心電話と解釈いたしました。これは、独り暮

らしの方々が設置した場合に大変喜んでいる。１週間に安否確認していただけるというこ

とで。突然具合が悪くなったときにボタンを押せばつながるということで、本当に安心し

ていただける大変いい事業ですけれども、ただ、この間９２歳の独り暮らしの高齢者の方

が取りつけたいという方がいらっしゃって、お話を聞いたのですけれども、残念ながら固

定電話でないとつけられない。その方は９２歳ですけれども、携帯を使っていらっしゃっ

たのですが、高齢ですので、独り暮らしで、いろいろな方が尋ねてくるという方ではな

かったのです。その中でせっかく安心電話をつけたいと思ってもつけられないという状況

がありまして、その辺も今後、固定電話を外すという高齢者の方々が増えてくるのではな

いかということも見込んで、対応の仕方を変えていただけないかなと思うのですけれど

も、いかがでしょうか。 

小比類巻委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：こちらシステムのほうの関係もございま
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すので、もう少し検討させていただきたいと思います。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ぜひ検討していただきたいと思うのです。 

 この間、高齢者の方で固定電話を使わないのに基本料金がかかって、携帯を持っている

から止めたいのだという相談を受けたのですけれども、そういった、必要がないという

ケースもあるので、そういったことを寄附してもらって、要らないという方の電話の権

利、そういったものを活用するということも一つあるのかと思いますので、その辺も踏ま

えて検討していただければと思います。よろしくお願いします。 

 続きまして、決算書のほうで質問させていただきます。 

 １０９ページ、公共施設等総合管理計画改訂支援業務委託料とあるのですけれども、公

共施設等総合管理計画というのは、これから人口がどんどん減っていく中で、維持管理費

というのが自治体にとっては大変重い負担になると考えております。そういう中で、管理

計画改訂という部分も併せて、内容をお聞かせていただきたいと思います。 

小比類巻委員長：財政課長。 

栗原財政課長：御質問にお答えいたします。 

 総合管理計画は平成２９年３月に最終的に計画策定したのですけれども、国からの要請

によって、昨年度までに改訂版を更新しなさいという話で策定したものです。 

 内容といたしましては、当初で計画していて、３０年間の間に更新費用を５３１億円削

減するということでもともと計画していましたけれども、改訂版で施設の更新の状態を建

て替えにするのか大規模改修にするのかを精査しまして、最終的には、改訂版では１５７

億円削減するということにしています。それに対して、今後３０年間でその分を削減して

いくという中身になっております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 今様々、三沢市は３万８,０００人の人口の割には公共施設がたくさんあるわけです。

そういう中で、その負担が大きくなって、住民サービスの様々なところに影響が出るとい

うのは、私は行政の在り方としてあってはならないことだと思っています。人に対する、

今、人への投資とか子育て世代への投資とか様々言われている中で、住民サービス、本当

に命を守る部分を削ってまで建物の維持管理費に回るというのは、どうしても私は納得で

きないので、その辺はしっかりと公共施設等の総合管理計画、建て替えなのか改修なのか

という話ではなくて、根本的に、今利用している市民の方にすれば、絶対に使いたいので

す。人数云々に関係なく。 

 私、以前このことで視察に行ったところでは、集会所でもどこでも、公共施設をなく

す、例えば統合するというときに必ず市民から反発が来ます。それに対して、きちんと納

得していただけるような市民との対話の場を設けるということは大事なことで、私が視察

したところでは、これにすごく時間をかけてやっていただいたと。二、三人でも１０人で

も使っていれば、このまま存続してほしいとかいろいろあるわけです。その中で、将来的

に、次の世代にこれだけツケを残していくのだという部分と、併せて解決策につなげてい
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かなければいけないですが、それにはすごく時間がかかるのです。そういう作業をどうい

うふうにしていくのかというところはお考えでしょうか。 

小比類巻委員長：財政課長。 

栗原財政課長：御質問にお答えいたします。 

 確かに施設の更新だったり、これから人口も減っていく中で更新していかなければなら

ないのかというところも、これから検討していかなければならないと思うのですけれど

も、統合できるようなところはぜひ統合してもらってというのも考えていかなければなら

ないと思っていますので、これから計画の見直しも今後必要になってきますのでその際に

は検討していきたいと思っています。 

 以上です。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 先ほど小比類巻孝幸委員が斗南藩記念観光村のことも指摘しておりましたけれども、指

定管理料が毎年６,０００万円を超えているわけです。その中で、道の駅というと、毎回

やっているのですけれども、道の駅というと大概東北町、旧上北のところにある道の駅と

か、みんな４億円とか５億円とか６億円という売上げを出していて、維持はそこで払って

いるというケースが多いのです。ところが三沢の場合はなかなかそういうふうになってい

ない。斗南藩記念観光村についてもきちんと見直していく必要があると思うのです。歴史

的にも大変価値のある、広澤安任さんとかの部分で存在意義はもちろんあるのですけれど

も、それをどうにか６,０００万円もかけないやり方とかもしっかり考えて、ただ来客数

を増やせばいい、アイスクリームをつくったらどうだとかではなくて、本当に根本的にそ

この施設をこれからどうやって維持していくのかという先々のことまで考えながら、違う

方法等を模索していく必要があると思います。その辺も含めて検討していただきたいと思

います。 

 次に、勉強させていただきたいのですけれども、１３３ページ、駐留軍等再編対策事業

基金というのがあるのですけれども、再編交付金のことでよろしいのでしょうか、その辺

ちょっと勉強させてください。 

小比類巻委員長：財政課長。 

栗原財政課長：駐留軍等再編対策事業基金費ですけれども、防衛からの再編関連訓練移転

等交付金を活用して基金を積んでいるものになります。 

 以上です。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：これは使い道として、交付金の縛りというのがあるのですか。例えば建物にし

か使えないとか、そういう中身について縛りが防衛省のほうからあるものなのでしょう

か。 

小比類巻委員長：財政課長。 

栗原財政課長：御質問にお答えいたします。 

 交付金自体は、建物の建設にも使えますし、今ここに出ている建設事業ではないのです

けれども、健康づくりの基金だったり、昨年度はコミュニティバスの支援に基金を積ん
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で、毎年取り崩して活用しています。 

 以上です。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：基地渉外関係になるのでしょうか、再編は何年まで交付されるものでしたか、

勉強させてください。 

小比類巻委員長：財政課長。 

栗原財政課長：お答えいたします。 

 私の知る限りでは、平成１９年から２９年くらいまでの再編交付金で、それ以降にまた

１０年間ということで聞いております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：延長されて、当初１０年がさらに延長されているということもあったと思うの

ですけれども、何が言いたいのかというと、私、一般質問でもしましたけれども、再編交

付金を使って学校給食の無償化をやっているのは東北町、岩国も再編交付金を使って子供

の医療費を無料化しています。特定防衛施設云々という、こちらは給食費を無料にするの

に財源を使っています。 

 ですから縛りがないというのであれば、基地を抱える三沢市として、使い方を、中身を

しっかりと精査していただければと思いますので、その辺、御検討いただきたいと思いま

す。 

 次に、１７３ページの保健師設置費とあるのですけれども、今はコロナ禍で本当に大変

な状況になっていると思います。マンパワーといいますか、人が足りない、保健師が足り

ないという、健康推進課は多様な事業があります。子育てから健康管理から、検診だと

か、様々な事業がたくさんあると思うのです。そういった中で保健師の役割というのは、

本当に大事なところで、ここはしっかりと保健師を集めなければならないと思うのですけ

れども、それについては、状況的にいかがですか。 

小比類巻委員長：健康推進課長。 

種市健康推進課長：委員も御承知のとおり、現在、コロナワクチンの接種事業に健康推進

課の保健師も土日、夜間と出てやっているのが実情でございます。こうした中で、通常業

務の健康診断だったりとか検診にも従事しております。会計年度任用職員を２名増員させ

ていただきまして、現在、コロナの接種業務、保健の通常業務をやらせていただいている

ところであります。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：現在足りているのでしょうか。 

小比類巻委員長：健康推進課長。 

種市健康推進課長：何とか事業のほうは滞りなく進めさせていただいております。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：１人の保健師に過重な負担がかかっているというようなことはありませんか。 

小比類巻委員長：健康推進課長。 
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種市健康推進課長：業務を分担いたしまして、１人の保健師に業務が集中することのない

よう配慮しながら業務を進めております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：大変頑張っていただいていると思います。感謝しております。 

 そんな中で市民の健康、命に関わる大事な健康推進の事業でございますので、ぜひとも

保健師を、パートではなく正職員でしっかりと補充していただければと思います。 

 次に、１９７ページ、農業次世代育成振興費とあるのですけれども、保健師もそうです

が、次の農業を担う方々の人手が足りないということも大変深刻になっています。そう

いった中で、ここに特に力を入れていかなければならないと思うのですけれども、この施

策についてお伺いしたいと思います。 

小比類巻委員長：農政水産課長。 

海老名農政水産課長：農業次世代人材投資基金交付金について御説明いたします。 

 農家の高齢化による離農や後継者不足が急速に進展している中、就農予定となる農業大

学校卒業生とか農業へ転職を希望する新規就農者を就農に結びつけるための支援でござい

ます。 

 事業の内容としましては、条件により年額１５０万円が交付され、５年間農地の保有と

か農機具の購入とか、それから農業が軌道に乗るまでの生活の支援に充ててもらうという

事業内容になってございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 いろいろ県とかの事業もあると思うのですけれども、その中で、成果、効果、この事業

が三沢にとっては、担い手をカバーできるようになっているのでしょうか。その辺をお聞

かせください。 

小比類巻委員長：農政水産課長。 

海老名農政水産課長：事業の効果といたしましては、これまで現在のところ３１件の、平

成２４年から始まっている事業でございますが、３１件の方が応募されまして、３１件、

３３名の方が就農して、現在も継続して６件、７名の方が就農、これからの農業経営者の

育成につながっているものと考えております。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 ３３人、平成２４年からということで、頑張っていただいたと思いますけれども、全国

的に、年間１５０万円、５年間というものを活用して、しかし経営がなかなかうまくいか

ないということで結局離れてしまうというケースもあると伺っているのですけれども、三

沢市としては、そのような方々はゼロだったのですか。 

小比類巻委員長：農政水産課長。 

海老名農政水産課長：現在のところ、こちらとしては、農政水産課としては、交付金を頂

いただいた方については、その後もフォローアップするという形で、また、離農したと
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か、高齢化によって農業を離れるという方からの土地を新規就農者に規模拡大で貸し付け

るなどして、就農の機会を増やしていっていると。農業経営体制を強化していっていると

いう内容になっております。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 順調にいっているようですけれども、例えば後継ぎがいないということで、自分の代で

終わってしまうというケースで、身内ではなくても、次にここを受け継いで農業をやると

いうような方々が３３人だったと思うのですけれども、その辺について、自分が持ってい

る、農業をやっている人たちが担い手の方に譲るというときに、条件的にはどういうこと

になっているのでしょうか。 

 ある方から聞いたのですけれども、もし自分が高齢でやれないとなったときに、今の農

家の仕事を受け継いでくれる人がいた場合に、農地を貸すだけではなくて、自分たちの老

後、自分たちにも何かあればいいのだけれどということをお聞きしたのですけれども、そ

れについては、どういう形でやっているのでしょうか。 

小比類巻委員長：農政水産課長。 

海老名農政水産課長：高齢化等によって農業をやめるとか、農業ができないような状況に

なったときに、農地をどうするか、機械をどうするかという御質問だと思うのですが、機

構集積協力金という事業があるのですけれども、こちらは農地の貸し借りをあっせんする

ような事業でございまして、１０年間貸付契約を行うといった内容で、貸付け協力金とい

う形で、１０アール５,０００円の交付があるといった内容の事業がありまして、こうい

うものを利用していただいて、農地の集積、効率的な農業と経営の移譲というものをつな

げていくという事業です。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 三沢市としても、農業というのは、何回も言うようですけれども、命を守る産業とし

て、アメリカでもヨーロッパでも国が補助金をしっかり出して守っている産業になりま

す。まだまだ日本は輸入に頼って、今こういう事態になっているわけですけれども、円安

とか。そこはしっかりと地元の農業、地元のそういうところをしっかり守っていくという

ことを考えても、三沢市で農業をやってくださる方というのを、担い手を三沢市に来てい

ただく政策というのが本当に私は大事だと思っています。移住・定住もやっているのです

けれども、ある程度若い人が所得があって家を建てるという、そういう事業ですけれど

も、例えば先ほどの保健師、農業の担い手がいないといった方々、そしてまた、保育士も

そうです。学校の先生もそうだと言われていますけれども、なり手がいないと。そういっ

たところにしっかりと三沢市として、三沢市で今不足している業種に就いてくださる方に

手厚く支援をして三沢市に住んでもらうと、こういうことも私は移住・定住、人口減少対

策になると思いますので、そこはしっかり対応していただければ、家を建てるだけが人口

を増やせるわけではありませんので、その辺も総合的に、事業的に大きく見て、三沢市を

どうやって発展させていくのかと、農業をどうやって守っていくのか、保健師もそうです

けれども、福祉施設も働いてくれる人がいないということで、どうやって人材確保してい
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くのかと。 

小比類巻委員長：奥本委員に申します。質問は端的にしてもらえませんか。 

奥本委員：そういうことも含めてやっていく必要があると思うのですけれども、いかがで

しょうか。 

小比類巻委員長：農業についての質問だと思いますので農政水産課長。 

海老名農政水産課長：農業に関して、Ｉターン、移住・定住もできるように総合的に就農

者の相談に乗ってまいりたいと考えております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：それでは、次に２０３ページ、農業集落排水事業の繰出金、負担金の事業の内

容について教えてください。 

小比類巻委員長：下水道課長。 

工藤下水道課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 現在、下水道事業といたしまして、農業集落排水事業も、公共施設の整備は既に終わっ

ておりますけれども、その後の使用料とか、そういったものの事業を行っております。そ

ういった中で、一般会計から繰り出してもらう金額がここに載ってございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 下水道事業というのは大変莫大なお金がかかる事業で、農業集落排水ですけれども、こ

こにつないでいない世帯はどれぐらいあるのですか。 

小比類巻委員長：下水道課長。 

工藤下水道課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 農業集落排水事業の水洗化率といたしましては７７.４％となってございますので、つ

ないでいない割合は２２.６％となっております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 そうしますと、７７％の方が農業集落排水につないでいるとお聞きしたのですけれど

も、今後、排水事業、あとどのぐらいかかる予定なのでしょうか。 

小比類巻委員長：下水道課長。 

工藤下水道課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 既に建設事業としては終わっておりますので、あとは淡々と使用料をもらったり維持管

理を行ったりといったところでございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 使用料についてですけれども、かなり負担が大きくなるのではないかなと思うのです

が、平均どのぐらいの負担になるのでしょうか。 
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小比類巻委員長：下水道課長。 

工藤下水道課長：使用料につきましては、公共下水道の使用料と同じでございます。使い

ました水道の量に合わせて金額が定められております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 下水道関係、整備、維持管理とか様々これからお金がかかってくる事業だと思います。

生活している方々に関してもどんどん負担がかかるのではないのかなと感じております。 

 下水道料金が高過ぎて払えないということが出てくるのかなと。人口減少で、先々維持

していくのが大変ではないのかというところを私は懸念していますが、そのことはどうで

しょうか。 

小比類巻委員長：下水道課長。 

工藤下水道課長：下水道事業といたしましては、これから決算が出てくるのですけれど

も、一般会計のところで答えるということでよろしいでしょうか。 

 人口減少につきましては、農業集落排水、下水道事業共に、三沢市全体を含めまして、

人口減少が想定されるところでございますので、そういった中でいかにして効率的に経営

していくかというところが課題でございます。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございました。 

 その辺も、先ほどもあったこれからの維持管理計画の中で見ていく必要があるのではな

いかと思います。ありがとうございました。 

 次に、最後の質問になります。２０７ページ、建物リフォーム等事業ですけれども、こ

れについて中身をお願いしたいと思います。事業費と不用額が出ているのかどうなのかと

いうところで、年々予算が少なくなっているようなイメージがあるのですけれども、それ

と併せて、どういう状況なのか教えてください。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：建物リフォーム等事業についてお答えいたします。 

 令和３年度の建物リフォーム事業につきましては、補助率が１０分の１、上限が２０万

円で実施しておりまして、件数としまして１６９件、補助金額が２,３５０万円となって

ございます。これまで同額程度で推移はしておりましたけれども、途中で補助金が枯渇す

るという状況になって、年度の終わり頃に実施したいという方々が翌年度まで待ってしま

うということもございまして、本年度から、補助率はそのままなのですけれども、上限の

部分を１０万円に引き下げまして、同じ予算額ではあるのですけれども、申請したら全員

の方が受けられるようにということで、令和４年度から変更してございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 今、物価高騰で、１０年、２０年前に比べると３倍にも資材等が値上がりしているとい

うことで、今、本当に大変な状況になりつつあるので、今後、それも含めて上限額を見直
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していただく方向で考えていただきたいと思います。それについていかがですか。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：こちらの事業のメインの目的といたしましては、もちろん市民の方々

の負担を減らすというのもあるのですが、市内の業者の方を使っていただくというところ

もございます。先ほど申し上げました１０％の補助をすることによって、市内の業者を使

えば１０％の補助が出ますということにしておりますので、よその町の業者ではなくて市

内の業者を使っていただくということで進めておりまして、受けている業者とも協議しな

がら、よりよい制度にしていくように検討させていただきたいと思います。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 業者たちも１０％ですから、１００万円、２００万円の工事で、補助率が低いので、な

かなかお客さんにアピールできないと。もうちょっと魅力ある、事業者の方々にとっても

商売しやすいと思うのです、補助金が上がったほうが。そういう部分もしっかりと考慮し

ていただきたいと思います。 

 以上で終わります。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：初めに、決算書の１５３ページをお願いいたします。老人福祉センター管

理費の中でございますけれども、市民の森老人福祉センター等街灯交換新設工事費１３万

２,０００円の計上でございます。こちらの事業内容についてお知らせいただければと思

います。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：市民の森老人福祉センターの街灯１基を、老朽化して壊れていたもの

について交換、新設したものでございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：事業内容については承知いたしました。以前、特別委員会の中におきまし

て、市民の方の声をお届けした経緯がございました。市民の森、老人福祉センターの駐車

場の照明が非常に暗いのだと。非常に足元に不安を感じているということで、明るくして

いただきたいという声をお届けさせていただいておりました。このことについては、その

後どのような検討がなされているのか、参考にお聞かせいただきたいと思います。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：こちらの施設管理をしております自治振興公社と協力しまして、どの

ような方式が利用者にとって利用しやすいのか、安全性が確保されるのかという部分も含

めまして、検討させていただきます。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：承知しました。ぜひ早期に願うものでありますので、よろしくお願いいた

します。 

 次に、２５１ページでございます。教育費の中の下段でありますけれども、小中学校用

ＰＣＲ検査キット購入事業費７０８万７,５００円の計上でございます。これまでの使用
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状況についてお聞きしたいと思います。 

小比類巻委員長：教育総務課長。 

岡部教育委員会事務局参事兼教育総務課長：ただいまの委員の質問にお答えいたします。 

 使用率の話ですが、今回全部で、児童生徒、教員含めまして、予備も含めまして３,５

００人分を購入いたしました。これに対して、今、学校側に全て配布いたしました。在庫

といたしましては、教育総務課に４個だけ余っていますけれども、あとは学校側に全て配

布済み。学校側も児童生徒に、夏休みに入る前に配って、活用していただくようにという

ことで配布済みでございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：ありがとうございます。 

 お聞きしたかったのは、どういう状況のときにＰＣＲ検査をなさっているのか。例えば

市立病院の職員の皆様は出勤時に、無症状であっても感染している可能性があるというこ

とから、勤務に就く前に、出勤時にＰＣＲ検査をしているということをお聞きした経緯が

ございました。そのことが念頭にありましたことから、学校現場ではどのように、どうい

う状況であったときにＰＣＲ検査をなさっているのか、このことが感染拡大を食い止める

一つの手立てになるのかなと、そんな思いも抱いての質問でございました。今この場でお

答えできる範囲でよろしいですので、教育現場のことでございますけれども、教育委員会

で現在その情報を得ているのであればお聞かせいただきたいと思います。 

小比類巻委員長：教育総務課長。 

岡部教育委員会事務局参事兼教育総務課長：ただいまの委員の質問にお答えいたします。 

 どういう形で使われているかという御質問ですが、各学校ごとに対応は多少違うところ

はあるのですが、基本的に、長期で休んだ後の明け、例えば夏休み明けに、どこか旅行に

行かれて陽性になって学校に出てくることのないような形で使われている学校もございま

すし、あと、修学旅行等の前に１回全員にＰＣＲ検査を受けていただいてという学校もご

ざいます。 

 あと、教員関係に関しましては、クラスでコロナが発生いたしまして、濃厚接触者とし

て待機期間中に検査を行ったという事例もございます。いずれにいたしましても、一概

に、これで使いなさいという指示はしていませんので、学校でそれぞれ対応している状況

でございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：ありがとうございます。 

 現在は、教育委員会では在庫が４個とお聞きいたしました。それぞれの学校での現在の

在庫状況というのは把握していますでしょうか。 

小比類巻委員長：教育総務課長。 

岡部教育委員会事務局参事兼教育総務課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 学校においての在庫状況はどうなのかという質問ですけれども、現在、在庫の確認はで

きておりませんけれども、こちらのほうからお渡しするときに、夏休みに入る前に各児童
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生徒には全部お配りするように指示を出しております。ですので少なくとも３,０６５名

分の児童生徒には出しております。残り３６７につきましては、それまでに使った分で

あったりとか、教員で使ったりという部分がございますので、在庫といたしましてはまだ

把握してございませんけれども、そんなに多くないと考えております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：今の御説明ですと、把握していないとすれば、教育現場での在庫を早急に

把握し、必要に応じてプラスしていくということが言うまでもなく求められると思います

けれども、現在そのような御見解はお持ちでしょうか。 

小比類巻委員長：教育総務課長。 

岡部教育委員会事務局参事兼教育総務課長：現在は、ＰＣＲ検査キットに関しましては、

使用期限がございまして、使用期限が９月７日で切れておりますので、現在は在庫が多少

学校にあったとしても現在は使えないという状況でございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：そんな説明をお聞きしたいのではなく、今後、使用期限については承知い

たしました、使用期限のことは今初めて知ったものですから、そうしますと、新たに補充

するということが当然求められますよね。このことについてお聞きしたかったのです。 

小比類巻委員長：教育総務課長。 

岡部教育委員会事務局参事兼教育総務課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 今回の９月補正において、そちらの分に関しましては要望しております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 次に、成果報告書の中から質問させていただきます。 

 初めに、３０ページです。事業名は、１４番の住民税非課税世帯等に対する臨時特別給

付事業費でございます。こちらの下段の中での臨時特別給付金の項目の中でありますけれ

ども、非課税世帯給付件数は３,８８８世帯。その下でございます。家計急変世帯給付件

数１０世帯と計上してございますけれども、家計急変世帯というのは、行政としては、担

当課といたしましてはどのように把握されたのでしょうか。 

小比類巻委員長：生活福祉課長。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 家計急変世帯給付件数１０世帯につきましては、今回のこの事業の対象基準でありま

す、令和３年度非課税世帯が対象になっているのですが、その中で、令和４年度において

もコロナの影響を受けて、収入が非課税世帯相当の収入に落ちた方につきましては給付の

対象になるということで、生活福祉課の窓口において申請をしていただいて、給付を行っ

たところでございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 
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春日副委員長：申請されたということですね。そうしますと該当する方が漏れなく給付に

なったのかなという思いがあったのです。どういうふうに周知を、市民全体に情報提供さ

れたのかなと私は思うわけですけれども、担当課としては、これに向けてはどのように情

報提供、把握に努められたのでしょうか。 

小比類巻委員長：生活福祉課長。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 この給付の周知方法につきましては、市のホームページ、広報みさわ、マックテレビの

文字放送等を使って市民に周知したところでございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：ありがとうございます。 

 仮にそのときに申請が漏れた人がもしいたらという思いもありますので、今後、そのと

きに、申請し損なった、万が一、分からなかったという方がいらしたら救う手立てもして

いただければ有り難いと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 次に、３１ページでありますけれども、事業名は、児童扶養手当費であります。下段の

児童扶養手当支援状況が示されております。ここ数年来ですけれども、児童手当、扶養手

当を受給するための様々な原因がございますけれども、もしお分かりになれば、ここ数年

の対象者数の推移がお分かりになれば参考にお聞かせいただきたいと思います。 

小比類巻委員長：子育て支援課長。 

沼田子育て支援課長：対象者の推移についてですが、現在準備しているのが、令和３年度

と令和２年度のみを準備しておりましたので、令和２年度ですが、対象者数は４２６人、

令和３年度は、記載している４０９人になります。これについては減少しております。減

少しているものについては検証はしておりませんが、成人になったとか、あとは、収入が

増えたということが考えられる要因だと思います。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：ありがとうございました。参考にお聞かせいただきました。 

 そこで、その他でありますけれども、１５人いらっしゃいます。その上はそれぞれ一目

見ただけで原因が分かるわけですけれども、その他の１５人というのは、どういうような

状況の方を指すのでしょうか。 

小比類巻委員長：子育て支援課長。 

沼田子育て支援課長：資料を調べたいのでお時間をいただきたいと思います。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：ただいまのお答えは後ほどでよろしいですので、よろしくお願いします。 

 次は、３３ページでございます。児童福祉費の中の施設等利用費、それぞれ施設の分類

が示されておりますけれども、昨今の様々な悲惨な報道等を見るにつけて、参考にお聞か

せいただければと思ったのですけれども、市内の施設たくさんございますけれども、２１

施設、対象者数も延べ３,０００人おりますけれども、この施設の中で、園児の皆様をバ

スで送迎し、登園している施設はどの程度かお分かりになりますでしょうか。 

小比類巻委員長：子育て支援課長。 
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沼田子育て支援課長：送迎でバスを使っている事業所については把握はしておりました

が、書類をこちらに持参しておりませんでした。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：お聞きしたかったのは、数だけにとらわれているわけではありませんで、

昨年、本年と園児の方２人が置き去りにされて亡くなった。決してあってはならない状

況。昨年、直近でもございましたけれども、これらの悲惨な事例を通しまして、市とし

て、今までもそれぞれの園が厳重に安全対策、確認しながら進めているけれども、こうい

うふうに全国的な中で起こってしまった。この事例を踏まえて、新たな意識の高まりとい

うのが、今までは、これでよしとしたものをもう一度見直す、これが非常に大事だと思っ

ておりまして、このことについては、行政としては、各施設に向けて情報をキャッチする

とか、確認をする、このようなアクションを起こしたということはありますでしょうか。 

小比類巻委員長：子育て支援課長。 

沼田子育て支援課長：おっしゃっている内容は、静岡県とか、１年前に起きた福岡県とか

の送迎バスでの置き去りにおける熱中症における死亡のことだと思います。先週ですが、

国・県から早速通知が来まして、送迎をしている事業所に対して注意喚起、三沢において

は保育所、こども園、幼稚園の事業所に送らせていただきました。 

 今後、原因が公表されると思いますので、送迎においてなのか、それとも運営に対して

なのかは、今後それを見ながら再度注意喚起を図っていきたいと思っております。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：ぜひよろしくお願いします。絶対起こしてはならないと思っております。 

 次は、４１ページでございます。子育て支援事業費の中で、妊産婦の乳幼児訪問等指導

でございます。かねてよりこの事業は進められているところですけれども、改めてお聞き

したいのですけれども、訪問等指導を担っているのはどのような方でいらっしゃいます

か。 

小比類巻委員長：健康推進課長。 

種市健康推進課長：お答えいたします。 

 こちらに対応する、訪問指導に行くのは保健師と看護師が訪問いたしております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：ありがとうございます。 

 なぜこの質問をさせていただいたかと申しますと、三沢市では保健師が担っているとい

う、私に声を届けてくださった方が、他自治体から転入してきた方でございました。保健

師の資格を持っている方でございましたけれども、三沢市では保健師が担っていると。看

護師が訪問指導するべきではないか、個人的にはそういうふうに思っているのだというこ

とを私に声を届けてくださった方がいるのですけれども、今、課長のお答えですと、既に

三沢市は保健師と看護師が２名で訪問している、そのように受け止めてよろしいのでしょ

うか。 

小比類巻委員長：健康推進課長。 

種市健康推進課長：保健師、看護師いずれか１名での訪問としております。 
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 以上でございます。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：様々多忙な中で、そのようなこともあるかと思いますけれども、私は専門

知識等々は持ち合わせていませんけれども、当事者がそのようにおっしゃっていました。

看護師が担うべきではないかということですので、今後御検討、私が何か指摘するもので

はないかもしれませんけれども、そういう声が届いたのは事実でございますので、ぜひま

たそれをセンターの中で協議等々していただければと思っております。 

 次は、８７ページでございます。 

 午前中も遠藤委員が質問いたしました、実用英語検定受検でございますけれども、私も

このことに非常に関心を持っておりまして、事業効果の中では、英検の受験料を助成して

いることが高い受検率につながっていると考えている。そのとおりでしょうけれども、私

は、さらなる助成が必要ではないのかと思っているところでございます。こちらの説明の

中で、市内中学校２年生及び３年生を対象に、年３回の試験のうち、希望する１回分の受

験料の助成。私は、助成する回数をさらに増やしていくべきではないかと考えているので

すけれども、現段階では、具体に助成額はどのようにされているのか、お聞かせいただき

たいと思います。 

小比類巻委員長：学校教育課長。 

藤田学校教育課長：お答えします。 

 英検の受験につきましては、今御指摘があったとおり、２年生、年に１回、３年生も年

に１回の受験料を全額補助しております。昨年度からは、準１級、１級までの受験にも拡

大しております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：もしお分かりになれば、具体に金額もお知らせいただければありがたいで

す。 

小比類巻委員長：学校教育課長。 

藤田学校教育課長：英検の受験料につきましては、年３回受験があるわけですが、第１回

目の検定料として５７万４,４００円、第２回受験料として９５万５,３００円、第３回受

験料として６０万７,８００円を計上しております。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：予算額は承知いたしましたけれども、私は、生徒一人一人の助成額、具体

に幾らなのか。今申し上げましたとおり、拡充すべきという思いを持っているものですか

ら、子供たちが具体に幾ら助成していただいているのか、そこをお聞かせください。 

小比類巻委員長：学校教育課長。 

藤田学校教育課長：お答えいたします。 

 受験料について、１級については、１回の受験で１万１,８００円、準１級は９,８００

円、２級については、現在９,７００円、準２級は７,９００円、３級は６,４００円、４

級は４,５００円になっています。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 
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春日副委員長：ありがとうございました。 

 さらに確認させていただきたいのですけれども、２年生、３年生を対象に、仮に１人の

生徒が２年生のときにしかるべき級を検定した。残念ながら不合格だった。３年生になっ

てもう一度チャレンジするときも同様に助成してくださっているのでしょうか。 

小比類巻委員長：学校教育課長。 

藤田学校教育課長：お答えいたします。 

 同様に補助を出しています。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：ありがとうございました。 

 子供たちが学ぶ意欲、英検に取り組める体制をさらに充実していただきたいと思ってお

ります。 

 最後ですけれども、１１２ページでございます。事業名は、斗南藩記念観光村整備事

業。今般、斗南藩記念観光村の整備事業として、複合遊具、使用不可能となったことから

ということで遊具を更新したということは、ここを見て理解いたしましたけれども、道の

駅みさわの活性化に寄与したということでございます。記念観光村に訪れる方、加えて、

遊具、家族連れ等々ということになりますけれども、お子さん連れの方々、おおよそでよ

ろしいのですけれども、利用状況はどのように把握していますでしょうか。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：ただいまの斗南藩記念観光村における遊具の利用状況についてですけ

れども、遊具については、管理している上で、利用者の把握等を実施しておりませんで、

前のページのほうに斗南藩記念観光村の管理費がございまして、各記念館とかゴーカー

ト、バッテリーカーのように利用料金等がある場合につきましては全て管理はできている

のですが、遊具は自由に使っていただいているものですから、利用人数等の把握は残念な

がらできておりませんでした。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：ありがとうございます。 

 なぜこの質問をさせていただいたかといいますと、最近は足を運んでおりませんけれど

も、遊具のある場所は今でも土でしょうか。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：遊具がある場所につきましては、芝生の状況になっているはずです。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：はずですとおっしゃいましたけれども、写真を拝見したときに、子育て世

代、ここ芝生になればいいな。子供たちですから、活発に動く中で、また、月齢によって

も、よちよち歩きの子もいらっしゃる。雨上がり等々は転倒したときに、保護者は着替え

は持ち歩くわけですけれども、芝生が望ましいのではないのかと思っての質問でございま

した。 

 それに加えて、こちらは指定管理の方、見回りの方々がいらっしゃる。市内の公園とは

条件が違う中で。特に雨上がりの後、滑り台、ブランコ、立ち乗りしたり、階段からでは

なく滑り台のほうから上がっていって、雨が上がって泥んこになっている。状況を見て、
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心がけてぞうきんを持ちながら拭いてという方もいらっしゃるかもしれませんけれども、

できる限り指定管理の方がいて、環境整備に回っている方々がいらっしゃると思うので

す。心がけて遊具をきれいに清掃してくださるということが、さらに道の駅の魅力アップ

にもつながっていく。見えないそういう心遣いは非常に大事だと思うのですけれども、そ

の点についてはいかがでしょうか。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：ただいまの遊具の清掃とか、環境の管理の仕方であったり、芝生につ

きましても、現場を管理されている指定管理者と協議しながら、利用しやすい環境づくり

に努めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

小比類巻委員長：春日副委員長。 

春日副委員長：よろしくお願いします。 

 以上です。 

小比類巻委員長：ほかに。 

 西村委員。 

西村委員：何点か教えていただければと思います。よろしくお願いします。 

 決算書８７ページであります。１７款２項２目の中の立木売払収入について、中身を少

し教えていただければと思います。 

小比類巻委員長：市民スポーツ課長。 

根岸市民スポーツ課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 南山多目的ふれあい広場の立木の売払収入ですけれども、昨年度切り払いまして、その

まま売り払っておりまして、その収入となります。 

 以上です。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：分かりました。 

 今、南山の木を切ったところはどのような状況になっているのか、確認も含めて教えて

いただければと思います。 

小比類巻委員長：市民スポーツ課長。 

根岸市民スポーツ課長：現状では切り株が残っている状態になっております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：まだ抜根をしていないということでありましたが、当面今のままで置いておく

ものなのか、今後、何らかの活用を模索、検討していかれるのか、現時点で答えられる範

囲で結構ですので、もしあれば教えていただきたいと思います。 

小比類巻委員長：市民スポーツ課長。 

根岸市民スポーツ課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 今現在は特に計画等はございません。ただ、現状のまま、抜根しないで置いておくの

は、万が一危険が及ぶようなものがあるとか、そういったものが想定される場合には何ら

かの検討が必要だと考えております。 
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 以上です。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：参考までに教えていただきたいのですが、以前、南山地区を開発しようと、教

育施設を置いたりスポーツ施設を張りつけたり、あの一帯を開発していこうという計画が

以前あったと思います。もちろん現状進めることは非常に困難な状況かと思うのですが、

その計画というのは、今、役所の内部ではもう既に何もない状態なのか、計画したものを

簡単になくすことができないから、一応脇に置いておこうと。計画自体はまだあるけれど

も。どういう状態なのか確認したいと思います。 

小比類巻委員長：市民スポーツ課長。 

根岸市民スポーツ課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 多目的ふれあい広場の計画につきましては、計画に基づいたというか、公になった計画

ではないものですから、もともとあった計画を今、実際に実行するというのは確かに厳し

い部分はございますけれども、今後の状況とか社会情勢とか、様々そういったものを鑑み

ながら検討していきたいと考えております。 

 以上です。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：承知しました。ただ、全部が全部そうではないと思うのですけれども、市で

持っている市有地とかは、基本的には必要なものは持っておく、必要でないものは売却す

るというのが、私はそうなのかと思っているのですけれども、もしそこの計画がもうない

のであれば、今後、今ある木を切ったところは、市として、公としてやるのか、民間に

売ってしまって、あの一帯は、要は何が言いたいかといえば、今、周りにも住宅が増えて

きたり、環境的にもすごくいい土地、エリアだと思うのです。それを何らかの形で開発し

ていくとか、何かに活用できないかなということを私は考えていて、そういう意味では、

必要ないのであれば民に任せて売ってしまう。多分あそこは一般の方の敷地に隣接してい

る場所で、非常に広大な面積もあると思うのです。何らかに使えると思うのですけれど

も、今後そういったことも含めて検討されていくのか、今どのように捉えているのか、教

えていただければと思います。 

小比類巻委員長：副市長。 

米田副市長：多目的ふれあい広場、あそこの土地、市有地が御指摘のとおりあります。市

民スポーツ課長が答えたように、以前の計画がそのままで変更になっておりません。それ

がオーソライズされたものかどうか、もうちょっと検討したいと思います。結構年数が

たっているものですから、おっしゃるように、市で計画がなければ売るのが原則です。た

だ、以前の計画にあるから売らないのではなくて、新たな計画等も持ち上がっておりま

す。それは、まだまだ内部でいろいろな必要性を考慮したり、道路とか、総合的に考えて

おりますので、土地については、先ほどおっしゃったように、必要がなければ売る、必要

があればそのまま保留する。ただ、それは以前の計画に基づいての必要性ではないという

ことでございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：西村委員。 



- 48 - 

西村委員：分かりました。 

 ただ、本当の正確なところはちょっと分からないということだったので、抜根せずにそ

のまま置いておくと景観的にもよくないし、やはり危険性が何かしらの形で及ぶ場合もあ

るし、管理も難しいし、何とか早めに青写真というか、ここの活用方法をもし市で何か考

えているのであれば、早めに対応していただきたいと思っておりますので、これはお願い

をさせていただきたいと思います。 

 次、決算書の１１７ページであります。２款１項６目、政策管理費の中の協働のまちづ

くり市民提案事業費補助金、こちらも教えていただければと思います。 

小比類巻委員長：広報広聴課長。 

東広報広聴課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 協働のまちづくり市民提案事業につきましては、市民と行政の協働によるまちづくりを

推進し、住みよい地域社会の実現を図るため市民団体が自主的及び主体的に企画し、実施

する公益的な活動を支援する事業でございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：ありがとうございました。 

 こちらの事業、毎年度魅力的な事業に各団体が取り組まれていて、昨今、中高生のチャ

レンジ枠というか、そういうところも新たに新設されて、非常にすばらしい事業であるな

と思っておりました。これに応募される団体の方、応募資格のようなものがあって、それ

に該当した方が申請をして応募できる。その後、審査会のようなものがあって、プレゼン

をして、そこを通った方に補助金が渡るという流れだと思うのですけれども、応募資格と

して、会則等があり、会計処理、予算決算がなされている団体という文言があったので

す。三沢で活動されているとか、様々な応募資格があるのですけれども、この補助金っ

て、三沢市内でまちづくりを頑張っている団体を側面から支援して育てていくという考え

方もあると思っているのです。要は一過性で、この事業を補助金をもらってやって、その

後、何も活動していない団体とか、そういったものは過去にあったのか、これまであった

のかどうなのか、もし分かるならば教えていただければと思います。 

小比類巻委員長：広報広聴課長。 

東広報広聴課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 今現在継続して、この事業は、初めて申請してから５年間継続して利用できるというふ

うになっております。５年間かけて団体の方が成長して、自立して活動できるようにとい

う目的になっているのですけれども、なかなか１回限りで終わってしまうような事業が多

くて、継続してやっていける団体がなかなか育っていないのが現状でございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：非常に難しいと思います。けれども、いろいろチャレンジしていただける、門

戸を広げるというのはすごく大事だと思うのです。 

 １点確認したいのは、言い方は悪いかもしれませんけれども、よく内部の分からない団

体が、例えば任意団体であれば、予算決算、過去活動した実績といっても、私も性格が悪
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いかもしれないけれども、中身ってどうにでも資料がつくれてしまうのではないかとか、

そういった方々が、例えば一企業とか仲間内で集まってまちづくり団体をつくりました。

活動実績はさほどないかもしれないけれども、こういうことをやっていますという活動実

績ありますと出しました。この人たちに補助金を出します。例えば一企業が名前を変えて

これに応募したときに、補助金をもらって、その自社に例えば委託をして自分の会社の利

益にしてしまうとか運営費にしてしまうとか、そういったことも可能なのではないかと

思ってみていたりもするのです。もちろん頑張っていらっしゃる方が大半で、そういった

悪いことを考える方はいないと思いますけれども、そういった意味でも、この補助金をも

らったからには、もらった団体は税金をもらっているのだから、しっかりと責任を果たし

ていかなければいけないと思うのです。もちろんいろいろな理由があって、単体として継

続できないというパターンもいっぱいあると思うのですけれども、そこについてどうい

う、チェックまではいかないにしても、何かしらの取組というか対策を取られているのか

どうか。 

小比類巻委員長：広報広聴課長。 

東広報広聴課長：お答えいたします。 

 一応申請の基準がございまして、委託料に関しましては、申請した金額の３割以内、こ

れ以上はほかの団体に委託をできないとなっております。 

 また、申請したい団体がありましたら、事前に相談に来ていただいて、申請内容を事前

に事務局のほうでチェックさせていただいて、そこで、これで申請は大丈夫ですと決めて

から、プレゼンに臨んでもらっている状況でございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：分かりました。事業自体は非常に有意義なものだと思いますので、今後もしっ

かりとした、フェアで、本当にまちづくりに思いのある人たちにこの補助金が行き渡るよ

うな取組にしていただきたいと思います。これは要望です。 

 次に、１３９ページであります。若干関連しているところがあるのですが、２款４項２

目、３目のあたり。選挙に関してであります。 

 三沢市、先般参院選もありましたし、決算書に書いてあるのは衆院選挙。投票率等の推

移というのは今どうなっているのか、教えていただきたいと思います。 

小比類巻委員長：選挙管理委員会事務局長。 

佐藤選挙管理委員会事務局長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 資料のほうは、前回行った衆議院議員の投票率の資料でお答えさせていただければと思

います。 

 前回は、令和３年１０月３１日に投票が行われておりまして、そちらのほうでは、全国

の平均が５５.９３％、青森県におきましては５２.９３％の投票率でありました。最近で

は高かったのが平成２１年８月３０日に衆議院議員選挙があったのですけれども、このと

きは全国の投票率が６９.２８％、青森県の平均が６３.５２％という状況になっておりま

して、平成２１年から見ますと年々投票率が下がっているという状況になっております。 

 以上です。 
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小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：私の聞き方が悪かったのか、三沢市の投票率がなかったのですけれども、多分

下がってきている。ただ、県内では、三沢市というのは公務員の方の比率が多いからなの

か、例年これまで高い水準で推移してきているとは思います。 

 何を申し上げたいかというと、以前一般質問で、投票率の向上等も含めて、有権者の

方々が投票しやすい環境を整備したほうがいいと思っていまして、もちろん投票率の向上

には、私たち議員というものは、政治への信頼というものを市民の方からいただけるよう

に努力をしていかなければいけない、そこは一番だと思うのですけれども、もちろん長期

的に主権者教育というものも必要だと思うのですが、まずは、有権者の方が投票しやすい

環境、要は期日前投票所、三沢市は２か所です、市役所とＪＡおいらせの２か所。これに

ついて、本当に今のままでいいのかということを一般質問させていただいたときに、これ

から検討していく。共通投票所ということも含めて検討していくという答弁をいただいた

経緯があるのですけれども、来年、統一地方選、三沢市は市長選、選挙が続く。もしかし

たら衆院選も近々あるかもしれません。 

 そういった中で、この決算に出ている状況、内部で、選管ではどういう検討をされてき

たのか、されているのか、お知らせいただきたいと思います。 

小比類巻委員長：選挙管理委員会事務局長。 

佐藤選挙管理委員会事務局長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 確かに現在、期日前投票所におきましては、市役所の別館１階多目的室と、前回、参議

院選で、ＪＡおいらせの２階で期日前投票を行っております。ＪＡおいらせの投票状況で

すけれども、やってみて決して好ましい投票率、投票者数には至っておりません。ＪＡお

いらせに代わって、どこか違う場所で期日前投票をやるとか、共通投票所にしてやってみ

るとか、その辺も踏まえて、委員会内で様々検討している状況であります。 

 以上です。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：本当に一生懸命、御多忙の中検討していただいていると思いますけれども、来

年の統一選とか市長選とか、もしかしたら衆院選があるかもしれない中で、ずっと検討し

ているとそれも過ぎてしまいますから、その次は市議選もあったりとかと回っていく中

で、なるべく早い段階で方向性といったものをぜひとも出していただければ非常に有り難

いと思いますので、何とかよろしくお願いします。 

 次に、移ります。 

 ２０９ページであります。商工費の中の新型コロナウイルス感染症経済対策費、プレミ

アム券について、成果を含めてどういった状況だったのか、お知らせいただければと思い

ます。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：生活応援プレミアム券事業についてお答えいたします。 

 昨年度実施いたしましたプレミアム券につきましては、プレミアム率が３０％、セット

数が３万８,０００セット販売させていただきました。その結果プラスしまして、上乗せ

しました３０％部分につきましては、中小店舗だけで利用できる専用券として販売させて



- 51 - 

いただきました。以前までのプレミアム券ですと大型のスーパー等に利用が偏り過ぎると

いう意見等もあったものですから、このような対策を講じさせていただいたところ、昨年

度の実績でいきますと、販売額のうちの換金された部分につきましては、福祉部のほうで

発行されたクーポンも含めてですけれども、トータルで３億６,２８１万１,５００円ござ

いまして、そのうちの中小店舗で利用された金額が１億２,７６０万円、大型店が２億３,

５２１万１,５００円、率でいきますと、大型店が６４.８％、中小店舗が３５.２％とい

う実績になってございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：ありがとうございます。 

 これの前にもプレミアム券の事業、同じたぐいのものをやられていると思うのですけれ

ども、やはり地元中小店舗、大型店舗でチケットを分けたのですよね。やはり地元には利

益が大きくなったという捉え方でよろしいのでしょうか。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：以前の事業というのが、何回も実施しているのであれなのですが、コ

ロナ禍で実施された部分でいきますと、令和２年度、２年前になるのですが、こちらはプ

レミアム付きの飲食券、飲食店だけ利用できるものでございまして、こちらにつきまして

は、飲食店だけでの利用でしたので、大型店での利活用という部分はありませんで、基本

的には市内の飲食店で全て利用されてございます。 

 以上です。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：分かりました。単純比較は難しいということですが、地元にもある程度の一定

の経済効果はあったと私は思っています。 

 以前も一度確認させていただいたのですけれども、制度設計の話で、不正と捉えてもお

かしくない利用ができてしまう、以前は制度設計だったと私は認識しているのですけれど

も、それへの対策というのは、その後、何回かプレミアム券を発行されていると思うので

すが、対策は取られてきたのか、加えて、不正と思われるような事案はなったのか確認を

したいと思います。 

小比類巻委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：不正という部分とプラスしまして、先般全国的な案件ではあるのです

が、販売時に人が殺到してしまう案件があったり、プレミアム券の事業については、いろ

いろ課題等が浮き彫りになったりする案件がございます。令和３年度のプレミアム券の際

には、そのような部分の対策としまして、各世帯のほうにはがきをお送りいたしまして、

まずは一世帯当たり２セットまで必ず買える体制を取らせていただきました。 

 実績としますと約半分が、先行販売で販売が終わりまして、残りの半分について、１か

月後に一般販売という形で販売を実施したところ、約２週間程度で販売が終了しておりま

す。２週間の期間に週末も含まれておりましたので、ある程度の方には行き渡ったのでは

ないかと考えております。 

 以上です。 
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小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：分かりました。 

 ただ、全国では様々な不正利用のニュースがあって、４００万円の車を買いたいからと

言って、いっぱいチケットを買って、１３０万円か１４０万円分のプレミアムを受けて車

を買ってしまった、買うまでに至ったかどうか分かりませんけれども、そういう報道もあ

りましたので、ぜひとも平等に、１人でも多くの方々に経済的な利益というか、プラス面

が及ぶようにまた取組を、あった場合にやっていただきたいと思います。 

 最後の質問、２２３ページです。８款２項５目、市道側溝整備事業費、松原町地区排水

施設整備事業について、簡単で結構ですので中身を教えていただければと思います。 

小比類巻委員長：土木課長。 

中村建設部参事兼土木課長：御質問にお答えいたします。 

 松原地区排水施設整備事業ですが、当該事業につきましては、降雨による宅地、道路の

浸水が発生しております松原地区における側溝整備計画に伴いまして、側溝の流末となる

農業排水路の流下能力を補うため、雨水調整池施設を整備しまして、周辺住民の生活環境

の向上を図るものでございます。令和３年度は、調整池の修正設計ということで実施設計

を行ってございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：ありがとうございました。 

 この地区、砂利道の場所もあったり、雨が降るとすごく水がたまって、地域の住民の

方々からは、本当にどうにかならないかという声をいただいていまして、自前で排水する

ポンプを設置して排水したりとか、本当に苦労されている地域だと思います。なんとかス

ケジュール的にも順調にというか、遅れることなく、ぜひとも完了を目指して取り組んで

いっていただきたいと思います。まず初めにお願いをしておきます。 

 雨が降ると排水が必要というか、水がたまってしまって、排水が必要な地区というのは

結構市内にもあると思うのです。今後、そういったところは、市としてはどういうふうに

今後取組を進めていかれるのか。大きな問題で申し訳ないですけれども。 

小比類巻委員長：土木課長。 

中村建設部参事兼土木課長：排水施設に関しましては、今後も市内にいろいろなところが

ございますので、調査を行いながら、要望等もございますと思いますけれども、そちらを

調査して整備していきたいと思います。 

 松原地区に関しましては、令和５年度までに調整池を整備しまして、その後、松原地区

の各路線の整備を順次行っていき、その後、ほかの市道に関しましても整備をしなければ

ならない部分に関しましては調査、設計等をしていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：ありがとうございます。 

 少し関連した話になってしまうかもしれませんが、以前私、一般質問でも一回触れたの

ですけれども、そのときは、私道が砂利道で、そこを何とか舗装したいという方々がい
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らっしゃったときに、市も補助をするとか、何らかの形で力を貸してあげてほしいのです

ということを伝えさせていただいたのです。 

 それと一緒で、舗装しなくても、何とか水がたまるのを防ぎたい。排水設備をつけて下

水につないで何とか排水できるような施設を、市の補助とかをもらいながらつくれたらい

いという声もあって、全国のほかの自治体には独自の支援制度を設けているところが徐々

に増えてきているというところで、こういった悩み事の相談とか、市に来ていますか、い

ませんか、どう捉えているのか。 

小比類巻委員長：土木課長。 

中村建設部参事兼土木課長：お答えいたします。 

 雨が降りますと、どうしても砂利道等に水たまりができまして、この水たまりをどうに

かしてほしいという相談は多々ございます。その都度、職員が各現場を確認しまして、作

業員の方でその場所の採石を敷き直したりしてございます。 

 今までの経緯で、側溝の整備というところまでは、まだ声は聞いていないのですけれど

も、そういう言葉も出てくるかと思いますので、そのときに関しましては、こちらのほう

でも内部で調整して、考えていかなければならないと思います。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：西村委員。 

西村委員：ぜひとも前向きに、また何かの機会に詳しくお聞きしたいと思いますので、前

向きに御検討いただければ幸いです。 

 以上、終わります。ありがとうございました。 

小比類巻委員長：ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：ないようですので、質疑を終結します。 

 討論を行います。 

小比類巻委員長：奥本委員。 

奥本委員：それでは、私は令和３年度一般会計歳入歳出決算に対して反対をいたします。 

 中身については、コロナ禍におきまして２年目という状況であります、令和３年度。そ

の中で、経常収支比率も改善が見込まれていた中で、なかなか支援策というのが国・県任

せとなっていて、独自の様々な住民サービス、生活支援策というのが足りない令和３年度

の決算の中身になっていると思います。 

 また、先ほども申し上げましたが、３万８,０００人の人口がどんどん減少していく中

で、危機感が足りない中での業務の中身についても、公共施設等総合管理計画を早期に進

めていかなければならない危機的な状況だと思っていますので、その辺についても不十分

だという点で私は反対いたします。 

小比類巻委員長：ほかに討論はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決いたします。 

 この採決は挙手により行います。 
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 認定第１号は、原案のとおり認定すべきものと決することに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者挙手） 

小比類巻委員長：挙手多数であります。 

 よって、認定第１号令和３年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定については、原案のと

おり認定すべきものと決しました。 

 この際、３時１０分まで休憩いたします。 

午後 ２時５８分 休憩 

──────────────── 

午後 ３時０９分 再開 

小比類巻委員長：休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次に、認定第２号令和３年度三沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてを

議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

小比類巻委員長：市民生活部長。 

田中市民生活部長：認定第２号令和３年度三沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の概

要について御説明申し上げます。 

 令和３年度の三沢市国民健康保険事業は、堅実な財政運営を維持しながら、疾病、負傷

及び出産などに関して必要な保険給付を行うとともに、健康の保持増進を図るための保健

事業などに取り組んだところであります。 

 決算書の２９０ページ及び２９１ページの予算額決算額総括表に基づき御説明申し上げ

ます。 

 初めに、歳入から御説明申し上げます。 

 １款の国民健康保険税は、国民健康保険事業に要する費用に充てるための税金で、８億

５,５０６万５,３３３円となっております。 

 次に、２款の使用料及び手数料は、保険税の督促手数料で、５４万４,３００円となっ

ております。 

 次に、３款の国庫支出金は、新型コロナウイルス感染症の影響により、収入または所得

が一定程度減少した方への保険税減免分に対する補助金のほか、国民健康保険制度に対し

て交付される補助金で、１７５万３,０００円となっております。 

 次に、４款の県支出金は、財政運営の主体である青森県から医療給付に要する経費とし

て交付されるもので、２５億８,５３６万８,７５９円となっております。 

 次に、６款の繰入金は、低所得者に対する保険税の軽減分などに対する一般会計からの

繰入金のほか、国民健康保険診療報酬支払準備基金からの繰入金で、３億６,５６１万３,

０００円となっております。 

 次に、８款の諸収入は、保険税の延滞金などで、１,６４４万６,５７８円となっており

ます。 

 以上、歳入につきましては、合計で３８億２,４７９万９７０円となっております。 

 次に、歳出について御説明申し上げます。２９２ページ及び２９３ページを御参照願い
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ます。 

 １款の総務費は、人件費や事務費などで、７,３５１万６,５８７円となっております。 

 次に、２款の保険給付費は、医療費総額から自己負担分を除いた療養給付費や出産育児

一時金などで、２４億８,１５４万５７７円となっております。 

 次に、３款の国民健康保険事業費納付金は、財政運営の主体である青森県へ納付するも

ので、１１億５,６９８万９,５９６円となっております。 

 次に、４款の共同事業拠出金は、退職者医療制度の事務費で、５６円となっておりま

す。 

 次に、６款の保健事業費は、健康増進事業の委託などに要した費用で、２,４５９万４,

６０９円となっております。 

 次に、９款の諸支出金は、保険税の還付金などで、１,５６４万９０７円となっており

ます。 

 以上、歳出につきましては、合計で３７億５,２２８万２,３３２円となっております。 

 この結果、歳入歳出差引きでは７,２５０万８,６３８円の剰余金が生じることになりま

すが、全額を国民健康保険診療報酬支払準備基金へ積み立てることとしております。 

 以上が、令和３年度三沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の概要であります。よろ

しくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第２号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第２号令和３年度三沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

は、原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第３号令和３年度三沢市食肉処理センター特別会計歳入歳出決算認定につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

小比類巻委員長：経済部長。 

吉村経済部長：認定第３号令和３年度三沢市食肉処理センター特別会計歳入歳出決算の概

要について、決算書の３３８ページと３３９ページの総括表に基づき説明させていただき

ます。 

 三沢市食肉処理センター事業は、市内を中心とした養豚生産者から搬入された豚を屠畜

解体処理の上、誘致企業であるスターゼンミートプロセッサー株式会社に出荷しているも

ので、生産性の向上や維持管理、コストの削減、新規出荷者の誘致活動などによる処理頭
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数の確保に努めております。 

 また、ＨＡＣＣＰに基づいた国際的なマネジメントシステム、ＳＱＦの継続認証を受

け、当センターにおける食肉処理が国際基準で安全かつ高品質であることが認定されるな

ど、食肉処理の衛生管理体制の強化につきましても同時に推進してきたところでありま

す。 

 令和３年度における三沢市食肉処理センターの処理頭数実績に関しましては、４９万８

３８頭となり、前年度と比較して４,０５７頭、０.８％の増になったところであります。 

 令和３年度の決算につきましては、歳入決算額が１２億９,５９０万９,６３５円とな

り、予算額と比較しますと６,１６８万８,６３５円の増となっております。また、歳出決

算額は１１億７,０８０万７,０３７円で、予算残額は６,３４１万３,９６３円となってお

ります。これにより、歳入歳出差引き残額は１億２,５１０万２,５９８円となったところ

であります。 

 なお、当該歳入歳出差引き残額につきましては、同額を翌年度に繰り越しております。 

 次に、歳入の主なものについて御説明申し上げます。 

 まず、１款の事業収入につきましては、養豚生産者等から市に納付される各種使用料等

で、決算額が１１億２,９７４万２,３４７円となりました。 

 ２款分担金及び負担金につきましては、隣接する荷受け会社と排水処理施設を共同利用

しているため負担していただいている施設の維持管理経費負担金で、７８９万１,３８６

円となっております。 

 ３款財産収入は、基金利子で１万６,１６２円。 

 ５款繰越金は、前年度からの繰越金で１億５,８２５万９,２０４円。 

 ６款諸収入は、預金利子で５３６円となっております。 

 次に、歳出の主なものについて御説明申し上げます。 

 １款事業費につきましては、決算額が９億８,４５７万７,６８７円となっており、その

主な内訳といたしましては、三沢畜産公社に対する指定管理料が８億２,０２２万９,１２

３円、食肉処理センター養豚生産者協議会補助金などの負担金、補助及び交付金が１２１

万２９２円、食肉処理センターにおける工事請負費が１,３７６万６,５００円、地方財政

法第７条に基づく剰余金として基金積立金が１億７９８万１,１６２円などとなっており

ます。 

 次に、２款公債費につきましては、１億８,６２２万９,３５０円となっており、その主

な内訳といたしましては、平成２４年度から平成２６年度に行われた三沢市食肉処理セン

ター大規模改修に伴う長期債の元金償還金が１億６,１２２万７,３３２円、利子償還金が

２,５００万２,０１８円。 

 以上が、令和３年度三沢市食肉処理センター特別会計歳入歳出決算の概要でございま

す。 

 以上です。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結します。 
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 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第３号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第３号令和３年度三沢市食肉処理センター特別会計歳入歳出決算認定につ

いては、原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第４号令和３年度三沢市介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてを議題

といたします。 

 当局の説明を願います。 

小比類巻委員長：健康福祉部長。 

篠田健康福祉部長：認定第４号令和３年度三沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の概要に

つきまして、決算書の３６２ページから３６３ページの予算額決算額総括表に基づき御説

明申し上げます。 

 第８期介護保険事業計画の初年次であります令和３年度は、地域包括ケアシステムと保

険者機能強化の推進に重点を置き、介護予防事業及び介護給付適正化などの諸施策を積極

的に実施することで、適正な介護保険給付の実施と適切な介護保険サービスの提供を図

り、持続的な介護保険制度の運営に努めたものであります。 

 それでは、歳入から御説明を申し上げます。 

 １款の保険料は、第１号被保険者の保険料で、決算額は７億６,４７４万７５０円と

なったところであります。 

 ２款の使用料及び手数料は、保険料の督促手数料で、決算額は６万２,６００円となっ

たところであります。 

 ３款の国庫支出金につきましては、国からの介護給付費負担金及び調整交付金などの国

庫補助金で、決算額は９億３,３６８万４,４２１円となったところであります。 

 ４款の支払基金交付金は、第２号被保険者の納付金で、決算額は９億５,８０４万７,１

８２円となったところであります。 

 ５款の県支出金は、県からの介護給付費負担金及び地域支援事業交付金で、決算額は５

億２,２７７万５,０９７円となったところであります。 

 ６款の財産収入は、介護保険給付費支払準備基金の積立金利子で、決算額は３,８９２

円となったところであります。 

 ７款の繰入金は、介護給付費、職員人件費、事務費等に対する一般会計からの繰入金や

介護保険給付費支払準備基金からの繰入金で、決算額は６億２,０２４万８,０００円と

なったところであります。 

 ９款の諸収入は、要支援者に対し地域包括支援センターが作成する計画書に対し支払わ

れる介護報酬費などで、決算額は１,５７６万６,５３１円となったところであります。 

 以上、歳入につきましては、決算額３８億１,５３２万８,４７３円となり、前年度に比
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較して１億３,４１９万８,２２４円、３.６％の増となったところであります。 

 次に、歳出について御説明申し上げます。 

 １款の総務費は、職員の人件費や事務費のほか、介護認定審査会費、介護予防支援事業

費等に要した費用で、決算額は１億５６６万８,４８９円となったところであります。 

 ２款の保険給付費は、居宅及び施設における介護サービス等諸費及び介護予防サービス

等諸費、高額介護サービス等諸費並びに特定入所者介護サービス等費などで、決算額は３

４億３１２万４,１８７円となったところであります。 

 ４款の地域支援事業費は、介護予防事業及び地域包括支援センター運営に係る費用で、

決算額は１億８,２４１万１,１０４円となったところであります。 

 ５款の基金積立金は、介護保険給付費支払準備基金積立金に係る利息で、決算額は３,

８９２円となったところであります。 

 ７款の諸支出金は、令和２年度の国庫支出金等の確定による返還金等で、決算額は１,

２６７万８４９円となったところであります。 

 以上、歳出につきましては、決算額３７億３８７万８,５２１円となり、前年度に比較

して８,７４５万４,７２１円、２.４％の増となったものであります。 

 この結果、歳入歳出差引きで１億１,１４４万９,９５２円の剰余金となりました。この

剰余金につきましては、三沢市介護保険給付費支払準備基金条例に基づき全額積立ていた

しました。 

 以上が、令和３年度三沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の概要であります。よろしく

お願いいたします。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第４号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第４号令和３年度三沢市介護保険特別会計歳入歳出決算認定については、

原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第５号令和３年度三沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

小比類巻委員長：市民生活部長。 

田中市民生活部長：認定第５号令和３年度三沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

概要について御説明申し上げます。 

 令和３年度の事業といたしましては、後期高齢者の医療費に対する保険料を確保すると
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ともに、適切な医療給付に努めたところであります。 

 決算書の４１６ページ及び４１７ページの予算額決算額総括表に基づき御説明申し上げ

ます。 

 初めに、歳入から御説明を申し上げます。 

 １款の後期高齢者医療保険料は、被保険者から納付していただく保険料で、３億１,４

７６万３００円となっております。 

 ２款の使用料及び手数料は、保険料の督促手数料で、４万２,４００円となっておりま

す。 

 ３款の繰入金は、事業費や保険基盤安定に係る一般会計からの繰入金で、１億１,９５

５万６,０００円となっております。 

 ４款の諸収入は、保険料の延滞金のほか、広域連合からの保険料還付金や特定健診事業

に係る業務委託料などで、７７３万５,４７６円となっております。 

 ５款の繰越金は、前年度の剰余金であり、８９８万７６５円となっております。 

 以上、歳入につきましては、合計で４億５,１０７万４,９４１円となっております。 

 次に、歳出について御説明を申し上げます。 

 １款の総務費は、人件費や事務費などであり、２,６２３万９,６６０円となっておりま

す。 

 ２款の後期高齢者医療広域連合納付金は、被保険者からの保険料等や基盤安定負担金を

青森県後期高齢者医療広域連合に対して納付するもので、４億８２６万５,９７０円と

なっております。 

 ３款の保健事業費は、特定健診事業に係る事務費で、８６１万４６０円となっておりま

す。 

 ４款の諸支出金は、保険料の還付金や還付加算金で、４５万６,７００円となっており

ます。 

 ５款の保険給付費は、後期高齢者医療高額介護合算療養費で、４４万６,３５２円と

なっております。 

 以上、歳出につきましては、合計で４億４,４０１万９,１４２円となっております。 

 この結果、歳入歳出差引きでは、７０５万５,７９９円の余剰金が生じることとなり、

当該余剰金につきましては翌年度に繰り越すこととしております。 

 以上が、令和３年度三沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の概要であります。よ

ろしくお願い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第５号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第５号令和３年度三沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

ては、原案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第６号令和３年度三沢市水道事業会計決算認定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を願います。 

小比類巻委員長：上下水道部長。 

織笠上下水道部長：認定第６号令和３年度三沢市水道事業会計決算の概要について御説明

申し上げます。 

 令和３年度は、常に安全で安心な水道水の供給と将来を見通した諸施設の整備、改善を

図るため、管路の耐震化及び施設の設備更新等を実施いたしました。 

 主な事業といたしましては、耐震性の低い管路の耐震化のため、平畑地区配水管布設替

工事外５件の布設替工事等を実施したほか、水道水の安定供給を図るため、春日台配水場

ほか計装設備更新工事を実施しております。 

 決算書の２ページ及び３ページを御参照願います。 

 ⑴収益的収入及び支出のうち、初めに収入について御説明申し上げます。 

 第１款事業収益の第１項営業収益は、給水収益が主なもので、７億４,５０４万７,２１

７円となっております。 

 第２項営業外収益は、長期前受金戻入が主なもので、１億８,３３７万７,２０４円と

なっております。 

 第３項特別利益は、退職給付引当金戻入が主なもので、２３８万５,６９１円となって

おります。 

 以上、第１款事業収益の決算総額は９億３,０８１万１１２円となっております。 

 次に、支出について御説明申し上げます。 

 第１款事業費用の第１項営業費用は、職員の人件費、配水場の維持経費、修繕費及び建

物、機械等の減価償却費などが主なもので、７億１,５０５万１,９４８円となっておりま

す。 

 第２項営業外費用は、企業債の利息償還金が主なもので、５,５０９万７,３９２円と

なっております。 

 第３項特別損失は、過年度の料金更正による減額分が主なもので、１４６万８,５９８

円となっております。 

 以上、第１款事業費用の決算総額は７億７,１６１万７,９３８円となっております。 

 続きまして、４ページ及び５ページを御参照願います。 

 ⑵資本的収入及び支出のうち、初めに収入について御説明申し上げます。 

 第１款資本的収入の第１項企業債は、配水管整備事業に伴う企業債でありますが、令和

３年度はゼロ円となっております。 

 第２項補助金は、配水場整備事業及び配水管整備事業に伴う国庫補助金で１,２７０万

円となっております。 



- 61 - 

 第３項負担金は、県道整備による配水管布設に係る工事負担金で４１２万５,８５４円

となっております。 

 以上、第１款資本的収入の決算総額は１,６８２万５,８５４円となっております。 

 次に、支出について御説明申し上げます。 

 第１款資本的支出の第１項建設改良費は、配水管整備事業が主なもので、２億７,９６

５万４,０９０円となっております。 

 第２項企業債償還金は、施設の更新事業などに伴う企業債の元金償還金で１億２５４万

６,５２０円となっております。 

 以上、第１款資本的支出の決算総額は３億８,２２０万６１０円となっております。 

 この結果、資本的収支差引きでは３億６,５３７万４,７５６円の不足となりますが、こ

れにつきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２,３４３万３,４８

５円、過年度分損益勘定留保資金１億７,５２９万４,７５１円及び減債積立金１億２５４

万６,５２０円をもって補塡いたしました。 

 なお、不足する額６,４１０万円につきましては、令和３年度同意済企業債の未発行分

６,４１０万円をもって令和４年度に措置するものとしております。 

 次に、９ページを御参照願います。 

 損益計算書について御説明申し上げます。 

 １、営業収益と２、営業費用、３、営業外収益と４、営業外費用、５、特別利益と６、

特別損失、それぞれの差引きにより、令和３年度の当年度純利益は１億３,４７１万３,７

６４円となっております。 

 次に、１０ページ及び１１ページを御参照願います。 

 剰余金計算書について御説明申し上げます。 

 当年度未処分利益剰余金は、減債積立金の使用分、当年度純利益を合わせた額で２億

７,０４２万７,２６１円となっております。 

 次に、１２ページを御参照願います。 

 剰余金の処分計算書案について御説明申し上げます。 

 条例に基づき、令和３年度決算において生じた未処分利益剰余金２億７,０４２万７,２

６１円のうち１億３,４７１万３,７６４円を減債積立金に積立てし、１億３,５７１万３,

４９７円を資本金に組入れするものとしております。 

 そのほか、財務諸表として貸借対照表、決算附属書類として事業報告書、そのほか明細

書を添付しております。 

 以上が、令和３年度三沢市水道事業会計決算の概要であります。よろしくお願い申し上

げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 
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 採決します。 

 認定第６号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第６号令和３年度三沢市水道事業会計決算認定については、原案のとおり

認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第７号令和３年度三沢市下水道事業会計決算認定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を願います。 

小比類巻委員長：上下水道部長。 

織笠上下水道部長：認定第７号令和３年度三沢市下水道事業会計決算の概要について御説

明申し上げます。 

 令和３年度の予算執行に当たりましては、衛生的で快適な暮らしと住みよい環境づくり

を目指し、下水道を使用できる地域を拡大するため、上久保地区や堀口地区の幹線築造工

事及び松原町地区や春日台地区などの枝線築造工事を実施しました。 

 また、浄化センターの耐震診断、改築更新実施設計や汚水管路調査などを実施いたしま

した。 

 決算書の２ページ及び３ページを御参照願います。 

 ⑴収益的収入及び支出のうち、初めに収入について御説明申し上げます。 

 第１款事業収益の第１項営業収益は、下水道使用料が主なもので５億９,４２３万３,２

１１円となっております。 

 第２項営業外収益は、長期前受金戻入れが主なもので、９億４,４５３万６３９円と

なっております。 

 第３項特別利益は、他会計負担金が主なもので、６８４万９,８８５円となっておりま

す。 

 以上、第１款事業収益の決算総額は１５億４,５６１万３,７３５円となっております。 

 次に、支出について御説明申し上げます。 

 第１款事業費用の第１項営業費用は、職員人件費、浄化センター等運転管理総括業務委

託料及び建物、機械等の減価償却費が主なもので、１２億２,７２６万３,６５９円となっ

ております。 

 第２項営業外費用は、企業債の支払利息が主なもので、１億５,９９３万３,０１８円と

なっております。 

 第３項特別損失は、過年度の使用料更正による減額分が主なもので、５８万３,５７３

円となっております。 

 以上、第１款事業費用の決算総額は１３億８,７７８万２５０円となっております。 

 続きまして、４ページ及び５ページを御参照願います。 

 ⑵資本的収入及び支出のうち、初めに収入について御説明申し上げます。 

 第１款資本的収入の第１項企業債は、資本費平準化債が主なもので、５億９,１００万

円となっております。 
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 第２項出資金は、農業集落排水事業の企業債償還への出資金で、２,２４５万７,０００

円となっております。 

 第３項補助金は、管渠整備事業費及び処理場更新事業費に伴う国庫補助金で、２億３,

３０９万６,５００円となっております。 

 第４項負担金は、他会計負担金及び受益者負担金などの負担金で、１億７,０８９万７,

９００円となっております。 

 以上、第１款資本的収入の決算総額は１０億１,７４５万１,４００円となっておりま

す。 

 次に、支出について御説明申し上げます。 

 第１款資本的支出の第１項建設改良費は、管渠整備事業費及び処理場更新事業費で、４

億８,４６０万３,３４４円となっております。 

 第２項企業債償還金は、管渠整備事業費や処理場更新事業費などに伴う企業債の負担金

償還金で、１０億１,８９２万６,２２５円となっております。 

 以上、第１款資本的支出の決算総額は１５億３５２万９,５６９円となっております。 

 この結果、資本的収支差引きでは４億８,６０７万８,１６９円の不足となりますが、こ

れにつきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４,１５８万２,９７

２円、過年度分損益勘定留保資金１,６９６万８７７円、当年度分損益勘定留保資金３億

５,５４０万２,２１８円、減債積立金５,４３０万円及び当年度利益剰余金処分額１,７８

３万２,１０２円をもって補塡いたしました。 

 次に、９ページを御参照願います。 

 損益計算書について御説明申し上げます。 

 １、営業収益と２、営業費用、３、営業外収益と４、営業外費用、５、特別利益と６、

特別損失、それぞれの差引きにより、令和３年度の当年度純益は１億４,０２３万６,６４

９円となりました。 

 次に、１０ページから１１ページを御参照願います。 

 剰余金計算書及び剰余金処分計算書案について御説明申し上げます。 

 当年度未処分利益剰余金は、減債積立金の使用分、当年度純利益を合わせた額で２億２

１６万１,２２１円となり、条例に基づき、１億４,０２３万６,６４９円を減債積立金に

積立てをし、６,１９２万４,５７２円を資本金に組入れすることとしております。 

 そのほか、財務諸表として貸借対照表、決算附属書類として事業報告書、そのほか明細

書を添付しております。 

 以上が、令和３年度三沢市下水道事業会計決算の概要であります。よろしくお願い申し

上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

 澤口委員。 

澤口委員：時間が押しておりますけれども、先ほど奥本委員が少し触れておりましたけれ

ども、私は特に企業債を中心にして確認をしながら、いくつかお伺いしたいと思います。 

 なお、前置きが少し長くなるかもしれませんけれども、よろしくお願いします。下水道

事業が生活環境の改善と自然環境保全を目的に、三沢市においては昭和６３年度から特別
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会計事業として始まり、現在の運営企業体へと発展し、令和３年度で３６年目になります

でしょうか、この間、多額の事業投資が行われ、大きな成果を上げていることは皆様方も

御承知のとおりであります。そして、今なお事業が継続中であります。誤解のないように

あらかじめ申し上げますが、地方自治における行政仕組みの中に制度化されている企業債

制度を否定するものではありません。しかしながら多額の債務を抱えることは、必然的に

会計内で負担率に償還額、平たく申し上げますと借金が大きな比重を占めることになりま

す。いわゆるいびつな財務環境に陥るおそれがあります。仮に、こうした場合、何らかの

是正もしくは見直しを検討することが我々議会も含めて、責任ある行政運営の在り方であ

ると私は認識をしているところであります。 

 私がこのことを取り上げる理由でありますが、それは今、日本において最重要課題の一

つとされている人口減少問題が背景にあるからであります。特に我々地方にあっては、ま

さに加速的に進行しております。 

 今議会の一般質問でも空き家問題がありました。全国平均と県平均を上回る空き家率

は、人口減少の象徴的な事象であります。市議会においても移住・定住特別委員会を設置

して鋭意活動しているところでありますが、なかなか期待するような成果が得られていな

いのが実態であると私は感じているところであります。 

 また、御承知のとおりであると思いますが、当市の総合振興計画の中にも人口減少が含

まれております。さらに申し上げると、今年度の決算に当たりまして、監査委員による審

査意見書の中にも経営環境は厳しい状況が想定されると記述されております。ことほどさ

ように厳しい状況下に置かれている今後、まずは皆さんと共有したいと考えております。

前置きが少し長くなりましたが、こうしたことを踏まえて、具体に何点かお尋ねをさせて

いただきます。 

 まず、決算書の４ページ、２３ページ、そして２５ページになるでしょうか、正直なと

ころ私は企業会計に疎いものですから確認をさせていただきます。これは現金支出を伴わ

ない減価償却費を除いた支出全体に対する元利償還額の割合はどれくらいになるでしょう

か。 

小比類巻委員長：この際、会議に御出席の皆様に申し上げます。 

 本日の会議は、慎重審議のため会議時間がかなり長引いておりますが、当会議は、付託

された案件が全て議了するまで続けたいと思いますので、皆様の御理解、御協力をお願い

いたします。 

小比類巻委員長：下水道課長。 

工藤下水道課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 令和３年度の下水道事業会計決算額のうち、現金の支出を伴わない金額を除いて計算し

た結果、現金支出約２０億円に対しまして、元利償還金約１１億７,０００万円となりま

す。その割合は５８.７％になります。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：澤口委員。 

澤口委員：５８.７％と確認いたしました。この数字は、ほぼ６０％に近いと思うわけで

すが、前段で申し上げましたように、この数字が、いわゆるいびつな財政関係になるのか
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ならないのかは意見の分かれるところでありますが、誤解を恐れずに申し上げますと、私

はやはりこの種のものは５０％を切ってほしいという思いがあるところであります。 

 次に移りたいと思いますが、令和４年度分を含めた今後の事業計画に要する概算事業費

と、そのうち予測される企業債借入見込額はどれくらいになるのでしょうか。不確定要素

が多い中で、大変恐縮でございますが、可能であれば御提示願います。 

小比類巻委員長：下水道課長。 

工藤下水道課長：お答えいたします。 

 現在、汚水管の整備につきまして、末端管渠の取扱いとか整備が現実的ではない私道な

どの路線を抽出して、認可区域などから除く作業を行っているため、概算の数字ではござ

いますけれども、令和４年度を含む汚水管渠整備に関する認可区域の残事業費は約１５億

円、また、それに伴います起債額は約５億５,０００万円という試算が出ております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：澤口委員。 

澤口委員：これからも、課長のお話にありましたように１５億円ほど事業費が必要と。そ

して、そのうち企業債５億２,５００万円だったでしょうか。この企業会計には現在１１

１億を超える企業債が残っているわけですが、それを単純に比較することはあまり意味は

ないのですけれども、一般会計における１４７億円ですか。大きな課題であるということ

はやはり我々はきちんと頭に入れておかなければならないなと思っております。これは分

かりました。 

 次に、決算書の３４ページ以降に企業債明細書があります。未償還残高は、令和３年度

末で総額１１億４,４００万円余りとなっておりますが、ここでは、企業債の額といいま

すか、仕組みの視点に立って、次のことについてお伺いいたします。 

 ３４ページ、３５ページの上段にある利率のうち３％を超えるものはそんなに多くは

残っておりませんけれども、近年の低利率から見るといかにも高いなという印象を持ちま

す。 

 そこで、この利率の高いものを低利率に借換えをするために行う繰上償還や現在、制度

上どうなっているのか、お尋ねしたいと思います。 

小比類巻委員長：下水道課長。 

工藤下水道課長：お答えいたします。 

 現在、借換えを行う際には、利率の高い企業債を繰上償還する必要がございます。そし

て、繰上償還を行う場合、繰上償還日以降の支払う予定であった総額を保証金として支払

う必要がありますので、現在の繰上償還をするメリットは残念ながらないと思われます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員長：澤口委員。 

澤口委員：保証金が出てきましたか。ということは、借換えをする意味がない。むしろマ

イナスになる可能性も否定できないわけです。私はそう認識いたしました。 

 最後になりますけれども、現在、既存の事業認可区域の見直しを検討中と聞いておりま

す。今日はその内容や進捗状況を問うものではありませんが、いずれにしても既に人口減

少時代に入っている中で、中長期的な視点に立った私は思います。市民の要望を思うとき
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に、相当に難しい判断が求められると思います。しかし、後の世代に負の遺産を残すこと

はないよう全庁一丸となって取り組むことと、これを機会により一層検討が進むことを願

いながら終わりにします。ありがとうございました。 

小比類巻委員長：ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第７号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第７号令和３年度三沢市下水道事業会計決算認定については、原案のとお

り認定すべきものと決しました。 

 次に、認定第８号令和３年度三沢市立三沢病院事業会計決算認定についてを議題といた

します。 

 当局の説明を願います。 

小比類巻委員長：三沢病院事務局長。 

田辺三沢病院事務局長：認定第８号令和３年度三沢市立三沢病院事業会計決算につきまし

て御説明を申し上げます。 

 令和３年度の予算執行に当たりましては、新型コロナウイルス感染症が依然として猛威

を振るう中、発熱外来の運用や感染症に対応した病床の確保を継続しつつも一般診療を維

持するため、院内での感染防止対策を徹底し、質の高い医療と充実したサービスの提供を

心がけてまいりました。 

 また、新型コロナワクチンに係る集団接種会場に医師や看護師を派遣するなど、地域住

民の安全・安心な暮らしの確保にも努めてまいりました。 

 しかしながら、入院患者の減少による事業収益の減収は避けられず、県からの補助金に

より、この厳しい状況に対処したところでございます。 

 それでは、決算書の２ページ及び３ページを御参照願います。 

 まず、収益的収入及び支出について、収入から御説明申し上げます。 

 第１款病院事業収益の第１項医業収益は、入院収益と外来収益が主なもので、４５億

１,８６１万１,３５７円となっております。 

 第２項医業外収益は、他会計補助金、他会計負担金及び県補助金が主なもので、１８億

６,７２０万６,６１５円となっております。 

 第３項特別利益は、過年度損益修正益で、２,９１０万８,６５９円となり、病院事業収

益の決算額は６４億１,４９２万６,６３１円となったところでございます。 

 次に、支出について御説明申し上げます。 

 第１款病院事業費用の第１項医業費用は、給与費、材料費、経費などが主なもので、５
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８億２,２０１万４,６５９円となっております。 

 第２項医業外費用は、企業債支払い利息などで、２億５,１１７万５,５７８円となって

おります。 

 第３項特別損失は、過年度損益修正損で、１,２１５万６,４９５円となり、病院事業費

用の決算額は６０億８,５３４万６,７３２円となったところでございます。 

 この結果、収支差引きでは３億２,９５７万９,８９９円の黒字となり、消費税及び地方

消費税を差し引いた当年度の純利益は３億２,０７０万５,５２０円となったところでござ

います。 

 続きまして、４ページ及び５ページを御参照いただきたいと思います。 

 資本的収入及び支出についてでございますが、収入から御説明申し上げます。 

 第１款資本的収入の第１項企業債は、医療機器整備事業債で１億１,４００万円となっ

ております。 

 第２項出資金は、一般会計からの繰入金で１億８,６６５万６,０００円となっておりま

す。 

 第３項補助金は、国庫補助金と県補助金で２億７,５４５万円となり、これを合わせた

資本的収入の決算額は５億７,６１０万６,０００円となったところでございます。 

 次に、支出について御説明申し上げます。 

 第１款資本的支出の第１項建設改良費は、ＭＲＩ整備事業費や医療情報システム整備事

業費、営業設備費などが主なもので、４億４,９５３万９,６５８円となっております。 

 第２項企業債償還金は、企業債の元金償還で、３億６０２万２,３３６円となっており

ます。 

 第３項投資は、就学資金の貸付金で１２０万円となり、資本的支出の決算額は７億５,

６７６万１,９９４円となったところでございます。 

 この結果、財源不足となりました１億８,０６５万５,９９４円につきましては、当年度

分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２１９万５,７５５円で補塡し、なお不足する

額１億７,８４６万２３９円につきましては、当年度分損益勘定留保資金で補填いたして

おります。 

 次に、２０ページを御参照いただきたいと存じます。 

 令和３年度の業務量につきまして御説明申し上げます。 

 初めに、入院でございますが、年間の入院延べ患者数は４万９,５４３人で、前年度と

比較いたしますと５,００１人の減となり、１日平均患者数では１３５.７人となり、前年

度と比較いたしますと１３.７人の減となったところでございます。 

 次に、外来でございますけれども、年間の外来延べ患者数は９万９,１３３人で、前年

度と比較いたしますと３,７２６人の増となり、１日の平均患者数では４３１人で、前年

度と比較で１９.８人の増となったところでございます。 

 以上が、令和３年度三沢市立三沢病院事業会計決算の概要でございます。よろしくお願

い申し上げます。 

小比類巻委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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小比類巻委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 認定第８号は、原案のとおり認定すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小比類巻委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、認定第８号令和３年度三沢市立三沢病院事業会計決算認定については、原案の

とおり認定すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって、決算審査特別委員会を閉会いたします。 

 お疲れさまでした。 

午後４時１３分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   小比類巻 雅彦   


